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少奎註 ′.251個 人住宅建設に伴 うと構確認調杏 2.251個 人住宅建設に伴 う略掘調査

抄録 1共同住宅建設 に伴 う遺構確認調査 1個人住宅建設に伴 う発掘調査



は じ イめ :こ

八尾市は、大阪府のほぼ中央部に位置し、生駒山地の山麓部から大阪平野の東部にかけ

ての範囲に市域を有してお ります。古 くは、河内湖、河内潟に面し、旧大和川をはじめと

する多 くの河川によって、肥沃な平野が形成されてきました。旧石器時代から連綿と遺跡

が形成されており、全国的にも有数な遺跡の宝庫と呼べる地域であります。

本書は、当教育委員会が平成16年度に(財 )八尾市文化財調査研究会に委託 して実施した

市内の埋蔵文化財包蔵地における個人住宅等の建設や民間の各種事業の工事等に伴う遺構

確認調査の成果を収めてお ります。

今後、市内の貴重な埋蔵文化財が、市民の方々をはじめ、多 くの人々に親 しまれるよう、

保存・活用されていくことが重要な課題となるでしょう。本書が、その役割の一助となれ

ば幸いです。

最後になりましたが、今回の調査に際し、ご理解とご協力を賜 りました関係各位に厚 く

御ネL申 し上げます。

平成17年 3月

八尾市教育委員会

教育長 森  卓

伊U   言

1.本書は平成16年度の国庫補助事業 (市内遺跡)と して、人尾市内で実施 した発掘調査の

報告書である。

平成15年度実施分についても一部掲載 している。

2。 これらの調査は、人尾市教育委員会が (財 )八尾市文化財調査研究会に委託 して実施し

たものである。

3。 本書の作成にあたっては、 (財 )八尾市文化財調査研究会の各調査担当者 (岡 田清―・高

萩千秋・成海佳子・西村公助・原田昌則・樋口 薫)が執筆を行い、執筆分担は各報

告の文末に記した。

4.本書の編集は、八尾市教育委員会生涯学習部文化財課において行った。
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第 1図 調査地位置図 I(S=1/5000)
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第 2図 調査地位置図Ⅱ(S=1/5000)
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1 老 原遺 跡 (2003-249)の 調 査

1.調査名 :共同住宅建設に伴う遺構確認調査

2.調査地 :人尾市老原 3丁 目62番の 1の一部、62香 2・ 6

3.調査期間 :平成16年 1月 21日

4.調査方法 :建築予定地内の東寄りで、基礎工事部分にあたる地

点に3m四方の調査区を1箇所設定 し、工事深度に準じて現地表

(T,P。 +10.2m前後)下約2.5mま での掘削を実施した。 第 5図 地層断面図(S=1/100)

5ュ 調査概要 :現地表から0.5m前後は盛土 (第 0層 )、 その下に0。 15m前後の近現代にあたる耕作土層

(1層 -5B2/1青黒色シルト)が堆積する。その下層は、第 2層 -5G3/1暗緑灰色シル ト、第 3層 -7.

5YR7/4にぶい橙色砂礫混じリシル ト(中世とみられる土師器片を若干含む)、 第 4層 -10YR8/6黄橙色

シルト、第 5層 -5YR7/6橙色シルト(管状マンガンがみられる)で、第 3～ 5層 には酸化鉄分が含まれ、

各層ともにフラットな様相 (水平堆積)を呈する。さらにその下層は、第 6層 10BG7/1明青灰色砂質シル

ト、第 7層 一N7/0灰 白色砂質シル ト～極細粒砂といった水成層で、第 7層 からの湧水が著しいものと

なった。また、壁面も崩壊しはじめたため、当初の予定掘削深度は現地表下 3mま でであったが、現地

表下2.5mの 時点で調査を断念した。

6.ま とめ :今回の調査では、現地表下約0.6～ 1.4m(ToP,+約 9.6～ 8,8m)間 にあたる第 3～ 5層が、近

隣における調査成果から平安時代～室町時代にあたる堆積層と思われる。また、遺物の稀少さと堆積状

況から勘柔 して、当該期の生産域に比定されるものと判断する。

2 恩智遺跡 (2003-388)の調査

1.調査名 :分譲住宅建築に伴う遺構確認調査

2.調査地 :八尾市恩智南町 1丁 目 5香

3.調査期間 :平成16年 3月 5日

4.調査方法 :調査区 1箇所を設定 して、現地表以下1.8mま で

の掘削を行い、遺構・遺物の状況を確認 した。高さの基準は、北

東60mの茶之木橋東詰 (人尾市発行 1/2500の 地図に記載の値 =
T,P.+13.40m)か ら移動 した。

(岡田清―)

第 6図 地層断面図(S=1/100)

5.調査概要 :調査地の現状は共同住宅を取 り壊 した更地で、現地表面の高さはT,P.+13m前後である。

盛土は現地表下1。2(T.P.+11.7)mま でなされていた。以下には、第 1層 2.5Y5/4責褐色細～中粒砂混粘

土質シル ト(層厚0。 2～ 0。25m)、 第 2層 2.5Y5/2暗 灰黄色中～粗粒砂混砂質シル ト(層厚0。4m以上)の 2層

が堆積 しているのを確認 した。盛土は軟弱で、コンクリー トやブロック、人頭大からそれ以上の自然石

等が多量に埋められてお り、壁面は崩壊 した。第 1・ 2層 ともに酸化鉄が斑紋状にみられ、第 1層 には

炭が少量含まれている。第 2層 中には、陶磁器の極小破片が極少量含まれていた。

6.ま とめ :盛土が厚 く軟弱であったため、近現代の地層までしか確認できなかった。  (成 海佳子 )

3 久 宝 寺遺 跡 (2003-412)の 調 査

1.調査名 :分譲住宅建設に伴う遺構確認調査

2.調査地 :八尾市渋川町 1丁 目27呑

3.調査期間 :平成16年 2月 9日

4.調査方法 :人孔部分に規模2.0× 2.Omの調査区を4箇所設定した。西側を第 1区、中央北側を第 2

区、中央南側を第 3区、東側を第 4区 と呼称する。今回の調査では八尾市作成1/2500の地図に記載して

いる標高値 (調査地の南東側道路上T.P.+10,4m)を 使用した。

5.調査概要 :【第 1～ 4区】現地表下約2.Omま でに5層の堆積を確認した。0層 は盛土でコンクリー

トなどの産業廃棄物が埋められていた。1層 はN3/0暗灰色細粒砂混粘土で、旧耕作土である。2層 は

T.P.+10,Om

9.Om

T.P.+13.00m―

12.00m―

1 2.5Y5/4黄掲色細～

中粒砂混粘土質シル ト
2 2.5Y5/2暗灰黄色中～

粗粒砂混砂質シル ト



5B5/1青灰色粗粒砂混

粘土、 3層 は10YR5/1

褐灰色粗粒シル ト混粘

上、 4層 は10YR4/4褐

色粗粒シル ト混粘土で

ある。遺構の検出およ

び遺物の出土はなかっ 第 7図 地層断面図 (S=1/100)

た 。 (西村公助 )

参考文献

・岡田清- 1997「 Ⅱ久宝寺遺跡 (第 17次調査)」 『久宝寺遺跡 財団法人 人尾市文化財調査研究会報告55』

財団法人 人尾市文化財調査研究会

4 久 宝寺 遺 跡 (2003-418)の 調 査

1.調査名 :工場建設に伴う遺構確認調査

2.調査地 :八尾市南久宝寺 1丁 目23番、24呑、25番の一部、26番の一部

3.調査期間 :平成16年 3月 25日

4.調査方法 :建築予定地内に3× 3mの調査区を2箇所 (西側一第 1区、東側―第 2区 )設定し、工事

深度に準じて現地表 (T,P.+8.7～ 8.8m)下 約 3mま での掘削を実施した。

5.調査概要 :【層序】第 0層 :盛土。第 1層 :5B2/1青黒色シル ト。近 。現代の作土層。第 2層 :

7.5GY4/1暗 緑灰色シル ト。第 3層 :5B3/1暗青灰色砂礫混じリシル ト。第 4層 :7.5YR6/31こ ぶい掲色

シルト。第 5層 :7.5YR4/3灰褐色シルト。古墳時代中期～奈良時代にかけての遺物が含まれる。第 6

層 :10YR3/1黒褐色シル ト。両調査区ともに本層上面 (T,P.+6.5～ 6.7m付近)で、飛鳥時代末～奈良時

代前半頃に比定される遺構を検出した。第 7層 :10YR4/1褐灰色粘土質シルト。第 2区では、古墳時代

前期頃に比定される古式土師器 (高杯)の破片が混入。第 8層 :5B6/1青 灰色細粒砂。本層は付近で実施

された遺構確認調査から古墳時代初頭以前の河川堆積層と考えられる。

【検出遺構】≪第 1区 ≫現地表下2.lm(T,P,+6.5m)で、溝 2条 (S D101・ 102)を 検出した。いずれも南

北方向に伸びる溝である。 S D101は、幅0.8m前後・深さ0.2m前後を測る。埋土は暗青灰色粘土質シル

トで、内部から須恵器郭の破片が出土した。S D102は S D101の東に隣接するもので、幅については掘

方の東肩が調査区外に至るため不明

で、深 さについては検出部分で0.2

m前後を測る。埋土は灰 白色砂質シ

ル トで、内部から土師器皿の破片が

出上 した。《第 2区 ≫ 現地表下

2.2m(ToP。 +6.7m)で 、柱穴 1箇所

(S P 201)を 検出した。北西―南東方

向に長い隅丸長方形を呈する。規模

は長径 1.lm、 短径0。7m、 深さ0。3m

(掘方0.lm・ 柱穴0,2m)を 測る。埋土

は灰褐色シル トで、内部から須恵器

蓋杯の破片が出土 した。

【出土遺物】出土遺物の中で図化で

きたものは、第 2区の第 5層から出

土 した土師器高杯 (1)、 土師器皿

(2・ 3)、 須恵器壷 (4)の 4点であ 第 8図 地層図および平面図 (S=1/100)

2

西壁

T.P.+8.Om

6.Om

SD1 02

第 1区 第 2区



る。 1は柱状部のみ残存で、スカシ孔

が 1箇所確認された。外面は縦方向の

板ナデが施される。古墳時代前期 (布留

式期 )の 所産と思われる。 2・ 3の う

ち 3の内面には放射状の暗文が施され

る。 4の壷底部にはヘラ記号が確認さ

れる。 2～ 4は、形態および調整から

飛鳥時代末～奈良時代前半に属する。

6.ま とめ :第 2区で検出した柱穴に

ついては、周囲で瓦の破片が見られる

ことも含めて寺院あるいは官衛等の建

2

0                 1 ocm

T.P,+3.Om― ―

7
10YR5/2灰 黄褐色砂質シル ト
10YR5/2灰 黄掲色砂質シル トに1 0YR6/6明 黄掲色粕
土質シル ト

3 7.5Y6/2灰 オリーブ極細粒砂に10Y6/6明黄掲色粘
土質シル トのブロック

4 7.5Y6/2灰 オリーブ極細粒砂～10Y6/6明責掲色粘
土質シル トに炭を含むブロック

5 7.5Y6/3オ リーブ黄色～1 0YR6/6明 黄褐色極細～中
粒砂に10YR6/6明 責掲色粘土質シル トのブロック

6 7.5Y6/3オ リーブ黄色～1 0YR6/6明 責掲色極細～中
粒砂
10YR6/6明 責褐色極細粒砂～砂質シルト (焼土)

2.5Y5/1オ リーブ灰色粘土質シルト

物跡が示唆される。

5 久宝寺寺内町 (2003-357)の 調査

1.調査名 :個人住宅建築に伴う遺構確認調査

2.調査地 :八尾市久宝寺 3丁目288番

3.調査期間 :平成16年 3月 4日

4.調査方法 :調査区 2箇所 (南 を 1区・北を2区 と呼ぶ)

を設定 して、現地表以下1.5～ 1.6mま での掘削を行い、遺

構 。遺物の状況を確認 した。高さの基準は、南西170mの

顕証寺境内にある大阪府の水準 (T,P,+9,38m)か ら移動 し

た。

5.調査概要 :調査地の旧状は住宅を取 り壊 した更地で、

現地表面の高さはT.P.+8,7m前 後である。 1・ 2区 とも

に 1～ 8層 の地層が確認できた。このうち、 1～ 3層 は近  :

(岡 田) 第 9図 第 2区第 5層出土遺物実測図 (S=1/4)

世末期～現代の住宅立替に伴う整地等に伴うもので、両調   第10図 地層断面図 (S=1/100)

査区でいわゆる「ごみ穴」状の掘 り込みが認められた。これらの層中からは、食器 (染付け椀・小杯、

悟鉢 )、 巴文軒丸瓦等が出土している。 4層 は炭を多量に含む層で、厚さ0.15～ 0.2m前後、上面は

T.P,+8,Om前後を測る。 5。 6層 は極細～中粒砂からなる水成層で、 6層 には水平ラミナが見られる

が、 5層 は6層 中にプロックが多量に混入し、硬くしまっている。 6層最下(7層上面)か らは、石 (長

辺40cm・ 短辺30cm・ 厚さ10cm)が 出上したが、原位置を保っていたかどうかは不明である。 7層 は既往

調査で検出している石山合戦に伴う焼土層で、厚さ0。 1～ 0。15mを測る。最下の 8層 は、既往調査で上面

が室町時代の遺構面と確認されている層である。上面はT,P。 +7.2～ 7.4mで北(2区 )が低い。

6.ま とめ :6層 は石山合戦(1570～ 1580年)後の河川流路と考えられ、 5層 によって埋め立て 。整地さ

れているものと考えられる。                              (成 海)

参考文献

・岡田清- 1999「11.久宝寺寺内町遺跡第 1次調査 (KHC98-1)」 『平成10年度 (財 )人尾市文化財調査研究会事業報

告』 (財)八尾市文化財調査研究会

6 東郷遺跡 (2003-368)の 調査

1.調査名:共同住宅建設に伴う遺構確認調査

2.調査地 :八尾市光町 1丁 目17、 20

3.調査期間 :平成16年 2月 3日

4.調査方法 :建築予定地内に3m四方の調査



区を2箇所 (北 ―第 1区、南―第 2区)設定

し、工事深度に準じて現地表 (T.P,+7.4～

7.8m)下約2.5～ 3mま でを掘削した。   T・ P.+7.Om

5.調査概要 :【層序】第 0層 :撹乱および

第 1区 南壁

第2区 北壁

＼、   ~  /
＼、       0     /  ―

、`          /′

盛土。第 1層 :7.5YR3/1黒 掲色シル ト。第

1区 に遺存する近 。現代の旧耕作土層にあた

る。第 2層 :5YR4/2灰 褐色砂磯混 じリシル

ト。第 1区で確認 した中世 (瓦器・土師器片

少量検出)に 相当する堆積層である。第 3

T.P.+8.Om

7.Om

6.Om

一―     第2区 西壁

_  、ヽ  o   ′
/

6.Om

第11図 地層断面図 (S=1/100)

層 :7.5YR6/3に ぶい褐色シル ト。時期不明の土師器片を含む。第 4層 :7.5YR8/6浅黄橙色シル ト～極

細粒砂。第 1区で確認 した酸化鉄分を多量に含む堆積層である。第 5層 :5YR4/2灰褐色シル ト。第 1

区では、古式土師器片 (古墳時代前期)を検出した。第 6層 :5YR5/1褐灰色シル ト。第 1区で確認。第

7層 :2.5YR4/6赤 褐色シル ト。第 1区で確認 した多量の酸化鉄分 を含む堆積層である。第 8層 :

5BG3/1暗青灰色粘土質シル ト。第 1区で確認 した堆積層で、上半部に携粋が観察されることと、一部

に畦畔状の起伏が見られる状況から水田を想定させる。時期は不明。第 9層 :5PB5/1青 灰色粘土質シ

ル ト。第10層 :10BG7/1明 青灰色砂質シル ト。第 1区で確認。第11層 :N7/0灰 白色極細粒砂～中粒砂

(層厚0.5m以上)。 湧水が著 しい。

6.ま とめ :今回の調査では、現地表下1.2～ 1.4m(T.P.+6.6～6.4m)間で中世、その下層の現地表下

1.6～ 1.8m(T,P.+6.2～ 6.Om)間 で古墳時代前期の相当層 と推定される地層を確認 した。また、第 1区で

は、さらにそれより下層の現地表下約2.2m(T.P.+5.8m)付近で、水田遺構の可能性がある堆積層を確

認するに至った。 (岡 田)

7 東郷遺跡 (2003-464)の調査

1.調査名 :有料老人ホーム建設に伴う遺構確認調査

2.調査地 :八尾市北本町 2丁目201呑、202番 2、 203番 2

3.調査期間 :平成16年 3月 17日

4.調査方法 :建物基礎部分に3.0× 3.Omの 調査区を3箇所設定 した。北側から第 1区、第 2区、第 3

区と呼称する。今回の調査では人尾市作成1/2500の地図に記載 している標高値 (調査地の南東側道路上

T.P.+7.6m)を 使用 した。

5.調査概要 :〔第 1～ 3区】現地表下約2.7mま でに 9層 の堆積を確認 した。 0層 は盛上でコンクリ

ー トなどの産業廃棄物が埋められていた。 1層 はN3/0暗灰色細粒砂混粘上で、旧耕作土である。 2層

は5BG5/1青灰色細粒シル ト質粘土、 3層 は10YR7/1灰 白色細粒砂混粘土、 4層 はN6/0灰色粗粒砂混粘

土、 5層 は10YR3/3暗褐色粗粒シル ト質粘土、 6層 は7.5YR4/2灰 褐色粗粒シル ト、 7層 は7.5YR5/2灰

褐色粘± 8層 は5B5/1青灰色細粒シル ト、 9層 は10YR6/1褐灰色粗粒砂である。第 1区の 9層上面で

は西へ向って緩やかに下がる落ち込み (A層 )を確認 した。埋土はN3/0暗灰色細粒シル ト質粘上で、炭

化物を含んいる。

6.ま とめ :9層上面から切 り込む落ち込みは、人為的に埋めた痕跡はなく、埋土内の戊化物は植物が

腐食したものと思われることから、自然堆積層と考えたい。 (西村 )

__     第 1区 西壁    __

ヽ     ア
___   ＼、

、      0     ィ/イ
  ーーー

＼

第12図 地層断面図 (S=1/100)

5.Om

4



8 水越遺跡 (2003-356)の調査

1.調査名 :グループホーム建設に伴う遺構確認調査

2.調査地 :八尾市山畑 1番地

3.調査期間 :平成16年 1月 15日

4.調査方法 :建築予定地内の基礎工事部分にあたるところに南北 3m× 東西2.5mの 調査区を3箇所

(西から第 1～ 3区 )設定し、工事深度に準じて現地表(T.P.+20m前後)下約 2mま での掘削を実施した。

5.調査概要 :【層序】 3調査区ともに現地表から1.2m前後は駐車場構築に伴う盛土 (第 0層 )、 その

下に0.2m前後の近現代にあたる耕作土層 (第 1層 )が堆積する。第 1区および第 3区では、その下層で

近世に相当する層厚0.2m前後の堆積層 (第 4層 )、 さらにその下層に層厚0。3～ 0.4mを 測る平安時代後期

～鎌倉時代に相当する暗褐色を呈した堆積層 (第 6層 )を 確認した。本層内には当該期に比定される瓦器

椀のほか土師器皿の小破片が含まれている。とくに第 2区では破片ながら比較的密に包含されていた。

また、第 1区では当該期の生活面構築層にあたると見られる黄灰色を呈した堆積層 (第 7層 )を確認した。

本層は遺物を含まない粘性の強いシルト層で、上面には土壌化と遺構らしき窪みが確認できた。

【出土遺物】出土遺物の中で図化できたものは、第 2区第 6層 出土の土師器皿 1点 (1)、 第 3区第 6層

出の瓦器椀 2点 (2・ 3)、 平瓦 1点 (4)の計 4点である。 1は平坦な底部から直立気味に立ち上がる口

縁部を呈する。色調は茶褐色を呈する。 2・ 3はいずれも和泉型で、見込みに格子状の暗文を有し、底

部には断面三角形の高台が貼 り付けられる。 4は凸面に縄ロタタキ、凹面に布目が見られる。以上は、

12世紀末～13世紀初頭に位置づけられる。

6.ま とめ :今回の調査では、現地表下約1.5～ 1.8m(T.P.+18.5～ 18,2m)間 で平安時代後期～鎌倉時代

にあたる堆積層を確認したが、本層を綿密に細分すると2～ 3層 に分層でき、複数の時期に亘る生活面

が提えられそうである。当該期について当地周辺における既往の調査成果をみると、南西約100m地点

で平成 8年度に調査が実施されており、鎌倉時代以降の耕作土層が検出されている。しかし、当地一帯

はまだまだ調査事例が少なく、未解明なところが多い。今回の遺構確認調査が今後当地周辺における調

査の指標になるものと言える。                            (岡 田)

参考文献

・高萩千秋 1998「 XⅧ水越遺跡第6次調査 (MS96-6)」 F財団法人 八尾市文化財調査研究会報告60』 財団法人 八

尾市文化財調査研究会

T.P.+20.Om  第 1区 西壁        第 2区 西壁 第 3区  東壁

―
 ヽ        1_
｀
、  0  1

 ヽ        :

1        0       1

―准墾婆撃
「

く_卜 _■ __フ18.Om
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第14図 出土遺物実測図

第13図 地層断面図 (S=1/100)

|

0                 1 ocm

4

(第 2区第 6層 -1、 第 3区第 6層 -2～ 4 S=1/4)



9 八尾寺内町 (2003-450)の 調査

1.調査名 :共同住宅建設に伴う遺構確認調査

2.調査地 :八尾市本町 2丁 目37,38,39,40-2,40-3,164-1

3.調査期間 :平成16年 3月 19日

4.調査方法 :建物基礎部分に3.0× 3.Omと 4.0× 4.Omの 調査区を設定 した。北側を

区と呼称する。今回の調査では人尾市作成1/2500の地図に記載 している標高値 (調

第 2区 西壁

第 1区、南側を第 2

査地の南東側道路上

第 1区 西壁
T,P。 キ8.9m)を使用した。

5.調査概要 :【第 1・ 2区】現地表

下約3.Omま でに 5層 の堆積を確認 し

た。 0層 は盛土で、以前の建物基礎で

あったコンクリートなどの産業廃棄物

が埋められていた、1層 は7.5YR4/6褐

色細粒シルト混粘土、2層 は5B5/1青

灰色粘土、3層 はN3/0暗灰色粘土質細

粒砂、4層 はN4/0灰色細粒砂～粗粒砂

である。遺構、遺物の検出はなかった。

参考文献

T.P.+9.Om

8.Om

Ｔ
ヽ
‐
―
‐
、
．

第15図 地層断面図 (S=1/100)

T,P.+13.Om氏
―――

、

ヽ
12.Om  ｀

0        ′/

/

(西村 )

第 2区 南壁

ヽ    キ~  ヽ  0  +~

7.Om   ヽ

ヽ

6.Om

11 跡部遺跡 (2004-34)の 調査

1.調査名 :貸ビル建設に伴う遺構確認調査

2.調査地 :八尾市跡部北の町 3丁 目3-15。 3-
16

3.調査期間 :平成16年 5月 7日

4.調査方法 :建築予定地内の南北に2m四方の調

査区を2箇所設定 し、工事深度に準 じて現地表 (T.P.

+9.4～ 9.5m)下約 2mま での掘削を実施 した。なお、

北部を第 1区、南部を第 2区 と呼称 した。

T.P.+9.Om

第1区 南壁

 ヽ      十

1        0

8.Om
一２

４

　

７

・原田昌則 1999「 Ⅱ東郷遺跡(第37次調査)」 『(財 )八尾市文化財調査研究会報告64』 (財 )入尾市文化財調査研究会

10 弓削遺跡 (2003-319)の 調査

1.調査名 :倉庫建設に伴う遺構確認調査

2.調査地 :人尾市志紀町南 2丁 目125呑。126番

3.調査期間 :平成16年 1月 23日

4.調査方法 :建物基礎部分 (規模3.0× 3.Om面積 9♂)の 調査を行

った。今回の調査では八尾市作成1/2500の地図に記載 している標高

1

値 (調査地の南西側道路上T,P。 +13.lm)を使用 した。        第16図 地層断面図 (S=1/100)

5.調査概要 :現地表下約1.6mま でに 3層 の堆積を確認 した。 1層 は盛上でコンクリー トなどの産業

廃棄物が埋められていた。 2層 はN2/0黒色細粒砂混粘上で、旧耕作上である。 3層 は5B7/1明青灰色細

粒砂混粘土である。 3層上面で調査を行ったが、遺構の検出および遺物の出土はなかった。  (西 村 )

参考文献

・西村公助 1985「 8弓削遺跡 (第 1次調査 )」 F昭和59年度事業概要報告』 (財)八尾市文化財調査研究会報告 7(財 )八

尾市文化財調査研究会

3

第17図 地層断面図 (S=1/100)

5.調査概要 :【層序】現地表下約1.5mま では、以前の建物基礎に伴う盛土およびカクランとなって

いる。この部分を周辺における調査成果と比較すると、近世～近 。現代に比定される島畑や耕作土が確

認されている。ところが、当地点においてそれらの堆積層は、現代の開発に伴って削平されたようであ



る。それより以下1,Omま では、以下の層序に示すように水成層である褐色系のシル ト層が連綿と堆積

する。第 0層 ―盛土およびカクラン、第 1層 -7.5YR7/8黄 橙色シル ト、第 2層 -5YR6/6橙色砂礫。第

1区 にのみ存在する。第 3層 -10YR8/3浅責橙砂質シル ト、第 4層 -7.5YR7/4にぶい橙色シル ト、第

5層 -7.5YR6/1灰褐色シル ト、第 6層 -5YR6/1褐灰色粘土質シル ト。植物ラミナが確認される。第 7

層 -10BG7/1明青灰色極細粒砂、第 8層 -5BG5/1青 灰色砂質シル ト。第 1区で確認 した地層である。

6.ま とめ :今回の調査では、遺構・遺物は検出されなかった。当地点の近隣では、北側で道路築造に

伴う調査が実施されている(K H98-24)。 この調査成果と今回の対応する地層 (第 1～ 8層 )を 照合する

と、時期的には古墳時代中期～室町時代といったかなり長期にわたる堆積層であることがわかる。因み

に北側の調査では中世～近世にかけて、鳥畑や鋤溝 といった生産域に関わる遺構が検出されているが、

今回の遺構確認調査においてはこのような耕作を示唆する人為的な攪拌は見られなかった。  (岡 田)

12 老 原遺 跡 (2004-26)の 調 査

1.調査名 :個人住宅建設に伴う遺構確認調査

2.調査地 :八尾市老原 3丁 目81番地

3.調査期間 :平成16年 5月 26日

4.調査方法 :建築予定地内に3m四方の調査区を1箇所設定し、

工事深度に準じて現地表(T,P.+10,lm)下約2.5mま での掘削を実施

した。

5.調査概要 :【層序】第 0層 ―宅地造成に伴う盛上、第 1層 -5B3/1青黒色シルト。近現代の耕作土

にあたる。第 2層 -7.5GY4/1暗緑灰色シルト、第 3層 -10YR7/3にぶい黄橙色シルト。中世頃の土師

器の小破片が若干含まれる。第4層 -10YR8/3浅 黄橙色シルト。マンガンの沈着が見られる。中世頃の

上師器の小破片が若干含まれる。第 5層 -7.5YR6/1灰褐色砂礫混じリシルト、第 6層 -5BG5/1青灰色

粘土質シルト。植物遺体および炭酸鉄を含む。第 7層 -5BG5/1青灰色砂質シルト、第 8層 -5BG3/0暗

青灰色粘土質シルト。植物遺体を含む。

6.ま とめ :今回の調査では現地表下約0,8～ 1.3m(T.P.+8.8～ 9.3m)間 で、中世頃に比定されると思わ

れる土師器の小破片を数点検出したが、遺構は検出されなかった。地層で言うところの第 3・ 4層 にあ

たるところであるが、これらの堆積層には人為的な撹拌が見られることから、耕作土であることが想定

される。当地より北東および東方で実施された本格的な発掘調査では、鎌倉～室町時代にかけての井

戸・柱穴・土坑といった居住域に関連した遺構 。遺物が多数検出されている。しかし、今回の調査も含

め当地周辺で実施された既往の遺構確認調査を見る限り、当該期に相当するところはいずれも遺構・遺

物は希薄であり、どちらかというと生産域あるいは空閑地であったことが考えられる。また、今回の調

査では中世より以下の下層部分 (ToP.+7.7～ 8。8m間 )に ついては、遺物は皆無で水成層や植物遺体の状

況から湿地帯であつたことが言える。

13 太田遺跡 (2003-400)の調査

1.調査名 :店舗建設に伴う遺構確認調査

2.調査地 :八尾市若林町 3丁 目 1、 2-2、 3

-2の各一部

3.調査期間 :平成16年 5月 21日

4.調査方法 :浄化槽部分に2.5× 2.5mの調査区

を設定。標高は隣接する下水道工事 (15-30工区)

のKBMl(T,P,+12.737m)を 使用。

(岡 田)

第19図 地層断面図 (S=1/100)

5.調査概要 :現地表下約1.5mま でに6層 の堆積を確認した。 l層 (層厚0,8～ lm)は盛上で、工場跡

地。 2層 (層 厚0。lm)は 1日耕上、昭和前半ごろまで水田耕作土と思われる。 3層 (層厚0。 1～ 0。 15m)イま乳

T.P.+10.Om

9型  
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第18図 地層断面図 (S=1/100)

T.P.+12.Om



灰茶色粘質シル トで、水田の床土。 4層 (層 厚0.1～ 0。2m)は褐灰色粘質土で、砂礫 (1～ 5剛 )を 少量

含む層で、中世～近世の耕作土 と思われる。上面は標高11.5mを測る。 5層 (層厚 0。3m)は 明茶灰色粘質

土、 6層 は灰色微砂で地下水があった。

6.ま とめ :今回の調査では遺構・遺物 を確認することはできなかった。層位は当地か ら東側40mで行

った当調査研究会太田遺跡第 6次調査 (OOT2003-6)で確認 された上層部の地層 とほぼおな じ堆積

状況であつた。遺構は近現在の耕作土で確認 された溝のみで第 3～ 5層 は水平堆積である。また遺物 を

含む層はなかった。                                (高 萩千秋 )

参考文献

・高萩千秋 2004「 3.太田遺跡第6次調査 (OOT2003-6)」 F平成15年度  (財 )八尾市文化財調査研究会事業報告』

財団法人八尾市文化財調査研究会

14 太田遺跡 (2003-330)の調査

1.調査名 :分譲住宅・共同住宅建設に伴う遺構確認調査

2.調査地 :八尾市大田新町 3丁目90

3.調査期間 :平成16年 6月 10日

4.調査方法 :浄化槽部分に規模2.5× 2.5mの 調査区を設定 した。

標高については人尾市下水道が使用 しているレベル高値 (調査地

の南東側道路上 :T.P,+11.684m)を 使用 した。

T.P+12.Om

ll.Om

10.Om

第20図 地層断面図 (S=1/100)

第 2区 東壁       第 3区 東壁

―

5.調査概要 :現地表 (ToP.+11.65m)下 約 1.7mま でに 5層 の堆積を確認 した。 0層 は盛土。 l層 は

10BG4/1暗 青灰色粗粒砂混粘土で、旧耕作土である。 2層 は10YR6/6明黄褐色細粒～粗粒シル トで、マ

ンガン斑が認められる。 3層 は10YR6/1褐色細粒シル ト質粘土。 4層 は10YR7/1灰 白色粗粒シル トと細

粒砂のラミナで、流水堆積である。遺構・遺物の検出はなかった。 (西村 )

参考文献

・亀島重則 1990『 太田遺跡発掘調査概要』大阪府教育委員会

・中野篤史・西村公助 1996「Ⅳ太田遺跡(第 2次調査)J『 (財 )人尾市文化財調査研究会報告53』 (財 )八尾市文化財調

査研究会

15 恩智遺跡 (2004-15)の 調査

1.調査名 :分譲住宅建設に伴う遺構確認調査

2.調査地 :人尾市恩智北町 3丁 目32・ 33-1・ 342
3.調査期間 :平成16年 4月 20日

4.調査方法 :建物基礎部分に3箇所 【北から第 1区 (規模1.8× 2.5m)、 第 2区 (規模2.3× 2.3m)、 第 3

区(規模3.0× 2.Om)と 呼称】の調査区を設定した。レベル高については人尾市作成1/2500地 図に記載さ

れているレベル高値 (調査地の北東側道路上 :T,P,+14.2m)を 使用した。

5.調査概要 :【第 1～ 3区】現地表下約2.Omま でに5層 の堆積を確認した。O層 は盛土。1層 は10YR4/1

褐灰色細粒砂混粘土で第 3区の1層上面はT,P.+13.9m、 第 2・ 3区の1層上面はT,P。 +13.lmを測る。2

層は7.5YR6/2仄褐色細粒シルト質粘土。 3層 は5YR4/8赤褐色粘土質細粒砂。4層 は2.5Y6/1責 灰色粘土

質粗粒砂。5層 は7.5YR4/2灰褐色礫混粘土質粗粒砂である。遺構・遺物の出土はなかった。   (西村)

参考文献

・西村公助 1992「 Ⅳ恩智遺跡

(第 5次調査 )」 『八尾市埋蔵文

化財発掘調査報告』 (財 )八尾市

文化財調査研究会報告34(財 )

八尾市文化財調査研究会

第 1区 東壁
L tt■ 14.Om「十~~コ __

ヤ 0 1
褐・Omケ ー ー

ー ー」 _〒
1

第21図 地層断面図 (S=1/100)
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16 恩智遺跡 (2003-473)の 調査
1.調査名 :個人住宅建設に伴 う遺構確認調査

2.調査地 :人尾市恩智中町 2丁 目248番地

3.調査期間 :平成16年 4月 22日

4.調査方法 :浄化槽部分に2m四方の調査区を設定 し、工事深度

に準 じて現地表 (ToP,+15。 2m)下約 2mま での掘削を実施 した。

5.調査概要 :【層序】第 0層 ―盛土、第1層 -10YR4/3に ぶい責 第22図 地層断面図 (S=1/100)

褐色シル ト。西側は削平される。第 2層 -5G2/1緑黒色砂礫混じリシルト、第 3層 -5B2/1青 黒色砂礫

混じリシルト、第 4層 一N2/0黒色砂礫混じり粘土質シルト、第 5層 -2.5Y7/4浅責色砂質シルト。第 1

～4層 まではすべて土壌化した地層で、各層ともに弥生時代中期頃と推定される土器片、およびサヌカ

イト製の石器が含まれる。第 5層 は遺物を含まない地層で、その上面には遺構の存在が想定される。

【出土遺物〕第 1～ 4層 から出上した遺物の中で図化できたものは、壷 7点 (1～ 7)と サヌカイト剥片

3点 (8～ 10)で ある。壼はすべて生駒西麓産の胎土を有する。 1は上下に肥厚する口縁端部を有する広

口壼で、外面には刺突子とと櫛描き集状文が施される。 2は肩部分にあたるもので、ヘラ描き直線文を施

す。 3・ 5～ 7は底部のみ残存で、いずれも平底を呈する。また、 6に は底部穿孔が認められる。 4は

突出する高台状を呈するもので、外面はユビオサエとナデで調整する。

6.ま とめ :今回の調査では、現地表下

約0.5～ 1.6m(T.P.+14.6～ 13.5m)間 の層

厚約 lmを測る地層から弥生時代中期頃

と推定される遺物を検出した。遺物は小

破片であるが、出土状況からは当該期の

なかでも数時期にわたって連綿 と生活が

営まれた様子がうかがえる。また、現地

表下約1.7m前後 (T,P.+13.5m)付 近にお

いては、当該期の遺構の存在を想定させ

る起伏を確認 した。

因みに当地点の西側においては、平成

4年度に入尾市教育委員会が遺構確認調

査を実施 してお り、弥生時代中期に比定

される遺物とともに当該期の遺構が検出

されている。今回の地点にも「天王の杜」

を中心 とした同時期の集落跡の存在が追

第23図  出土遺物実測図 I

加されることとなった。 (岡 田)

参考文献

・吉田野乃 1993「 15,恩智遺跡 (92-352)の

調査」『八尾市文化財調査報告27 平成 4年

度国庫補助事業』八尾市教育委員会

・森本め ぐみ 2002「Ⅵ恩智遺跡第H次調査

(O J 2001-11)」 『財団法人八尾市文化財調

査研究会報告75』 財団法人八尾市文化財調査

研究会

―

17 恩智遺跡 (2003-442)の 調査

1.調査名 :分譲住宅建設に伴う遺構確認調査

2.調査地 :人尾市恩智北町4丁 目510番 1の一部

0                   1 0cm

(S=1/4)
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第24図  出土遺物実測図Ⅱ (石器 S=1/3)



3.調査期間 :平成16年 5月 24日

4.調査方法 :規模約1.2× 1.2m、 面積約1.44ポ 1箇所について、現地表 (T,P。 +38.2m前後)下 1.2m前

後までを調査 した。調査におけるレベル高は、人尾市作成 1/2500地図に記載のレベル高値を参考に、

調査地封ヒ東部に位置するT字路中央をT,P,+40.Omと 仮定し、これを使用 した。

5.調査概要 :現地表下1.2mま では、客土 。盛上であった。遺構 。遺物の検出はなし。 (樋 口 薫 )

第25図 地層断面図 (S=1/100)

層の地層 を確認 した。 1層 は現代の畑に伴う耕作土 (層厚約0,2m)。 2～ 5層 は、黄ttB色 ～黒褐色粘土

質シル ト～粗粒砂である。 1～ 5 cmの角礫が混在する地層で、東から西に向かって若干高度を下げなが

ら堆積 している。生駒山地西麓部に展開する扇状地に堆積 した水成層 と推測される。 6層 は黒色細礫混

シル ト質粘土～粘土質シル ト。著 しく土壌化を呈 した地層である。遺物などは混在 しないが、本層上面

が一時期の生活面であつた可能性は極めて高い。 7層 はオリーブ黒色細礫混粘土質シル ト。 6層 に比べ

土壌化の進行は鈍い。 8層 は灰色粗粒砂～細礫。 2～ 5層同様、扇状地性の堆積物と推測される。

【検出遺構・出土遺物】なし。

6.ま とめ :特筆すべき成果として、現地表下1.5m前後で検出した6層 に注目したい。管見によれば、

近鉄恩智駅東側で実施された当調査研究会第14次調査で検出の弥生時代中期の土壌化層に類似する。し

たがって、本地層上面を追いかけていけば、遺構が検出される可能性が極めて高い。今後、周辺で調査

が行われる際には注意され牛い。 (樋 口)

参考文献

・樋口 薫 2003「 I恩智遺跡第14次調査 (O J 2003-14)」 『財団法人人尾市文化財調査研究会報告78』 (財 )八尾市文化

財調査研究会

18 恩 智 遺 跡 (2004-201)の 調 査

1.調査名 :分譲住宅建設に伴う遺構確認調査

2.調査地 :入尾市恩智北町 3丁 目32番、33番 1

3.調査期間 :平成16年 9月 22日

4.調査方法 :規模約3.0× 3.Om、 面積約9,0♂ 1箇所

について、現地表下2.5m前 後までを調査した。調査

で使用 したレベル高は、人尾市作成 1/2500地図に記

載のレベル高値 (調査地北東に位置する旧国道170号線

の中央 :T.P.+14.2m)を 使用した。

5.調査概要 :【地層】現地表下2.5m前 後までに 8

19 恩智遺跡 (2004-172)の 調査

1.調査名 :共同住宅建設に伴う遺構確認調査

2.調査地 :八尾市恩智北町 1丁 目16呑

3.調査期間 :平成16年 12月 24日

4.調査方法 :調査区 3箇所 (西から第 1～ 3区 )設定 した。

高さの基準は調査地東10mの藤田橋東詰 (T,P.+12.lm)か ら

移動 した。

5.調査概要 :各地区とも盛土直下に砂が堆積 してお り、底

からの湧水が激 しく、予定の深さ(第 1・ 2区 -1.5m、 第 3

区-2.5m)ま では掘削できなかった。砂層は東ほど厚 く、砂

層直下で確認 した層は、第 1区 では粘土質シル ト(102層 )、

第 3区では粘土質シル トを含む極細粒砂 (305層 )である。

6.ま とめ :今回確認 した砂層は、固定される以前の恩智川

T.P.+13.Om     北壁

腎 12-zttI聾 巨二4ζ

12.Om

ll.Om

10.Om

T.P.+11.Om― ―

10YR5/6責 掲色粗粒砂 (酸化鉄含む)

584/1暗 青灰色粘土質ンル ト

(下部に極細粒砂含む)

10YR7/3に ぶい黄橙色粗粒砂
10YR5/6黄 掲色粗粒砂
5B64/1暗青灰色極細粒砂混粘土質シル ト

～砂質シル ト
301 10YR5/6黄褐色粗粒砂
302 10YR7/3にぶい黄橙色糧粒砂
303 10YR7/3にぶい黄橙色糧粒砂に

5BC4/1暗青灰色砂質シル トのブロック

304 1 0YR7/1灰 白色粗粒砂
305 5BG4/1暗青灰色砂質シル ト～極細粒砂

第26図  地層断面図 (S=1/100)

第 1区  第 2区 第 3区
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流路 に因むものと考えられる。過去に付近で検出されている弥生～古墳時代の生活面は、さらに下部に

存在 しているものと考えられる。                           (成 海 )

参考文献

・田代克己ほか 1980『 恩智遺跡 I』 瓜生堂遺跡調査会

。高萩千秋 1989「Ⅲ恩智遺跡 (第 1次調査)」 『八尾市埋蔵文化財発掘調査報告』 (財 )人尾市文化財調査研究会報告23

(財 )八尾市文化財調査研究会

20 楽音寺 (2004-188)の 調査

1.調査名 :個人住宅建設に伴う遺構確認調査

2.調査地 :人尾市楽寺 4丁 目86番及び87番

3.調査期間 :平成16年 8月 17日

4.調査方法 :個人住宅建設予定の東部に2.5× 2.5m規模の調査

区を 1箇所設定。

5.調査概要 :現地表下2,5mま での間で 6層 (0～ 5層 )の地

層を確認 した。 0層 は客土。層厚50～ 60cmo l層 はN7/0灰色砂  第27図 地層断面図 (S-1/100)

質シル ト。作土層。 2層 は2.5Y7/4浅 責色砂質シル ト。 3層 は5BG7/1青灰色粘土質シル ト。グライ化が

顕著で、西部にい くにつれて層厚が漸増 している。 4層 は10YR3/1黒褐色粘土質シル ト。植物遺体が優

勢な不均質な層相である。近代遺物を含む。 5層 はN4/0灰色粘土。層厚30cm以上。粘性が強い。 4層

から近代の陶磁器、屋瓦、ガラス製品が出土 している。

6.ま とめ :当地付近には近代まで池が存在 したことが確認されてお り、調査で確認 した 4層 の層相が

それに対応するものと考えられる。 (原 田)

T.P.+15.Om

14.Om

21 木の本遺跡 (2003-413)の調査
1.調査名 :共同住宅建設に伴う遺構確認調査

2.調査地 :人尾市木の本 1丁 目3番 2、 3番 4

3.調査期間 :平成16年 6月 17日

4.調査方法 :1.8m四 方の調査区を 1箇所設定 し、工事深度に準 じ

て現地表 (ToP,+11.lm)下 約1.5mま での掘削を実施 した。

T.P.+11.Om

10.Om

西壁

―

―

第28図 地層断面図 (S=1/100)

5.調査概要 :【層序】現地表下約1.3mま では、以前の宅地開発に伴う盛土である。以下0,lm前 後

(T,P.+9.7～ 9.8m)は近現代に比定される耕作土、さらに下は緑灰色シルト(層厚0。2m以上)と なる。

6.ま とめ :今回の調査地の西側では、昭和57年度に当研究会による調査が実施されている。その結果、

現地表下0。 4～ 0.6m間で平安時代中期 (10世紀頃)|こ比定される遺物包含層、さらにその下面で当該期の

上師器皿 。黒色土器椀等多量の遺物からなる土器溜め状遺構が検出されている。しかし、今回の調査で

は対象となる深度が、該期 (平安時代中期)に まで達しなかった。それは盛土の厚さから勘案して、先の

開発以後に実施された宅地化造成が要因となる。 (岡 田)

22 久宝寺遺跡 (2004-72)の 調査

1`調査名 :店舗・立体駐車場建築に伴う遺構確認調査

2.調査地 :八尾市大阪竜華都市拠点土地区画整理事業 3街区 2画地

3.調査期間 :平成16年 6月 1日

4.調査方法 :調査地の東部に3箇所 (1～ 3区 )、 西部に2箇所 (4・ 5区 )の調査区を設定 した。調査

対象は、 1～ 3区が現地表下2.3mま で、 4・ 5区は現地表下1.3mま でである。高さの基準は北70mの

仮ベンチマーク(T.P.+9,3m)か ら移動 した。 2区では、湧水のため危険な状態 となったため、 4区で

は、調査区の北側2/3が深さ2m以上撹乱を受けていたため、部分的な調査 しかできなかった。



5.調査概要 :現地表面の高さはToP.+9m前後を指 し、0.8～ 1,Om程度の盛土・客土以下、旧耕土 (I)

に至る。l区では、旧耕土 (I)直下に島畑盛上の可能性のある103層 、以下に粘性の強い104・ 105層 (Ⅲ )

がある。T.P,+7.4mで 河川流出土 (Ⅳ )に 達する。ここからの湧水は多い。 2～ 5区では、旧耕土 (I)

以下にマンガン・鉄を含む褐色系の地層 (Ⅱ 一断面図黒塗 りの部分)があり、 5区 504層 からは、布留傾

向～布留式甕が出土 した。ToP,+7.5mで 1可川流出土 (Ⅲ )に達する。ここからの湧水はきわめて多い。

6.ま とめ :2～ 5区のⅡ層は、これまでに周辺で確認 している古墳時代中期～平安時代頃までの土壌

化層に対応するものである。東部の 1～ 3区 と西部の 4・ 5区 を比較すれば、西部の方が地層 も厚 く、

安定して堆積 しているようである。全域で確認 したⅢ層は、古墳時代中期までに埋没した数条の河川で

あろう。

TP+90m

80m

70m

第 1区 南壁 第 2区 北壁

(成海)

第 4区 南壁    第 5区 北壁第 3区 北壁

一
//孝

第 1区

1 01 1 0YR4/2灰 黄掲色中礫混砂質シルト
102 10YR6/4に ぶい黄橙色中礫混砂質シルト

103 5B66/1青 灰色巨礫混粘土質シルト
104 N5/0灰 色極細粒砂～中礫混粘土質シルト
105 N5/0灰 色粘土
106 N6/0灰 色極細粒砂に粘土質シルトの薄いラミナ

第2区
201 1 0YR5/4に ぶい黄褐色砂質ンルトと5B64/1暗 青灰色粗粒砂混粘土質ンル

トのブロック
202 10YR5/4に ぶい黄褐色中礫混粘土質シルト
203 10YR6/4に ぶい責橙色極細粒砂混粘土質シルト

204 2.5Y6/1黄 灰色極細粒砂混砂質シルト

205 2.5Y6/6明 言い掲色砂質～粘土質シルト
206 2.5Y7/3浅 責色細粒砂

― //
_==〔 拮■と

第3区
301 5BG4/1暗 青灰色粗粒砂混砂質シルト
302 10YR6/6明 黄掲色粘土質シルトと10YR6/2灰黄掲色粘土質ンルトのブロック

303 10YR6/6明 責掲色砂質ンルトと10YR6/2灰責掲色粗粒砂のブロック

304 2.5GY7/1明 オリーブ灰色極細粒砂
305 10YR8/3浅 黄色粗粒砂
306 10YR3/3浅 責色粘上質シルト混中～組粒砂
307 5BG6/1青 灰色砂質ンルト～粗粒砂に10YR4/1褐灰色粘土質シルトのラミナ

第4区
401 lllYR4/1掲 灰色粘土質ンルトに5BG4/1暗 青灰色粘上のブロック

402 10YR6/1褐 灰色極細粒砂～砂質ンルト
403 10YR5/4に ぶい黄掲色粘土質シルト
404 10YR4/6掲 色細粒砂

第5区
501 5BG3/1暗 青灰色粗粒砂～礫混粘土質ンルト

502 5BC4/1暗 青灰色組粒砂～礫混砂質シルト

503 10YR6/4に ぶい黄橙色粗粒砂混粘土質シルト

504 10YR4/6褐 色粗粒砂～礫混粘土質ンルト
505 10YR4/6褐 色細粒砂

第29図 地層断面図 (S=1/100)

23 久宝寺遺跡 (2004-123)の 調査

1.調査名 :店舗付共同住宅建設に伴う遺構確認調査

2.調査地 :八尾市大字亀井940-9(3街区第 1画地)

3.調査期間 :平成16年 7月 1・ 2日

4.調査方法 :建物基礎部分に4.5× 4.5mの調査区を3箇所、3.0× 2.Omの 調査区を 1箇所、5,0× 3.Om

の調査区を 1箇所設定した。調査順に南西側を第 1区、北西側を第 2区、南東側を第 3区、北側を第 4

区、北東側を第 5区 と呼称する。高さは調査地の北側の道路 (」R久宝寺駅南側東西道路)上 にある標高

値 (T.P,+9。291m)を 使用 した。

5.調査概要 :【第 1区】現地表(T.P.+9,Om)下約4.7mま でに13層 の堆積を確認した。 0層 は盛上で、

1層 は5B4/1暗青灰色細粒砂混粘土の旧耕作上である。 2層 は10YR5/8黄褐色細粒砂混粘上で、細粒シ

ルトのブロックが混入する。 3層 は10YR4/4褐色粗粒シルト混粘土。 4層 は10YR3/4暗褐色粗粒シルト

混粘土である。 2～ 4層 は上面が上壌化している。 2層からは土師器、 3層からは須恵器(1)が出土し

た。 1は底部平底の鉢である。 5層 は2.5Y7/6明 黄褐色粗粒シルト。 6層 5B5/1青灰色細粒砂混粘土で、

上面は凸凹があり、攪拌を受ける。 7層 は、5B6/1青灰色細粒シルト。 8層 は5B3/1暗 青灰色粘土。 9

層は10BG4/1暗青灰色細粒砂と粗粒シルトのラミナである。 7層 と9層 は水成層。10層 は5G2/1緑黒色

粘土。■層は10BG2/1青黒色粘上で、上面は攪拌を受ける。12層 は10BG6/1青灰色細粒シルトと細粒砂

つ
々



のラミナである。近隣の調査結果から2～ 4層 は古墳

時代中期～江戸時代、6層 は古墳時代前期 (布留式期 )、

11層 は古墳時代初頭の地層に相当すると考える。

〔第 2区】現地表(T,P.+8.8m)下約4.5mま でに13層の

堆積を確認した。0層 は盛土。 l層 は10YR2/1黒色細 第30図  出土遺物実測図 (S=1/4)

粒砂混粘上の旧耕作上である。 2層 は10BG4/1暗青灰色細粒砂混粘土。 3層 は10BG5/1青灰色細粒砂混

粘土。 4層 は10YR7/8明責褐色細粒シル ト質粘土で、 5層 は10YR6/1褐灰色粘上である。 4・ 5層 はマ

ンガン斑がみられ、上面は土壌化 している。 6層 は10BG5/1青灰色細粒～粗粒シル トのラミナ。 7層 は

N5/0灰色粘土で、植物遺体を含んでいる。 8層 はN3/0暗灰色粘土で、上面は攪拌を受けてお り水田で

あると思われる。 9層 は5B5/1青灰色細粒砂の水成層である。10層 は5B6/1青 灰色粘土。11層 は5B3/1

暗青灰色粘土で、植物遺体を含む。12層 はN5/0灰 色細粒～粗粒砂で水成層である。近隣の調査結果か

ら4・ 5層 は古墳時代前期 (布留式期 )、 8層 は古墳時代初頭、11層 は弥生時代中期の地層に相当すると

考える。

(第 3区】現地表 (T.P.+9,Om)下約4.3mま でに11層 の堆積を確認した。 0層 は盛土。近世の井戸を検出

した。検出した東西幅は約2.Om、 南北幅は約1.Om、 深さは約0.3mで ある。井戸枠には瓦を使用 してお

り、枠の径は0,7mを 測る。 1層 は7.5YR6/8橙色細粒砂混粘上で、マンガン斑がみられ粘土質細粒シル

トのブロックが混入する。この層からは須恵器の甕 (2)の 破片が出上 した。 2の 内面は同心円タタキ、

外面 は平行線 タタキのち回転 カキメを施す。 2層 は10YR7/6明責褐色細粒 シル ト質粘土。 3層 は

2.5Y7/6明 黄褐色粘土質細粒シル ト。 4層 は2.5Y6/1責灰色粘土。 5層 は2.5Y7/1灰 白色粗粒シル トの水

成層。 6層 は5Y7/1灰 白色粘土。 7層 は5Y3/1オ リーブ黒色細粒シル ト質粘土で、 6・ 7層 は上面に植

物遺体を含み、攪拌を受ける。 7層上面は凹凸が認められ、この凹凸は足跡と思われる。 7層上面では

畦畔を検出した。これらのことから6・ 7層 は水田であると判断する。 8層 は10BG6/1青灰色細粒～粗

粒シル トのラミナである。9層 は10Y3/1オ リーブ黒色粘土。10層 は5B5/1青灰色細粒～粗粒砂のラミナ。

近隣の調査結果から6・ 7層 は古墳時代前期 (布留式期)～古墳時代中期の地層に相当すると考える。

【第 4区】現地表 (T,P.+8.8m)下 約1.6mま でに4層 の堆積を確認 した。 0層 は盛土。 1層 はN2/0黒色

細粒砂混粘上の旧耕作土。 2層 は5B5/1青 灰色粗粒砂混粘土。 3層 は5B6/1青 灰色粗粒シル ト質粘土で

ある。近隣の調査結果から2,3層 は古墳時代中期～江戸時代の地層に相当すると考える。

【第 5区】現地表 (T,P,+8。9m)下約3.Omま でに 9層 の堆積を確認 した。 O層 は盛土。 1層 は5B4/1暗青

灰色細粒砂混粘土の旧耕作土。 2層 は10YR4/4褐色細粒砂混粘土。 3層 は10YR6/1褐灰色細粒砂混粘土

でマ ンガン斑がみられ、粘土のブロックが混入する。上面土壌化 しており、土師器や瓦器の破片が出土

した。 4層 は7.5YR4/2灰褐色細粒砂混粘土で、上面は土壌化 している。 5層 2.5Y5/1責仄色細粒～粗粒

シル トのラミナ。 6層 は2.5Y6/1黄灰色細粒シル ト質粘土。 7層 はN3/0暗灰色粘土で、細粒シル ト質粘

土のブロックが混入する。上面は攪拌を受ける。 8層 は5B6/1青灰色細粒～粗粒シル トのラミナ。 3層

は出土遺物から鎌倉時代以降に相当する。また、 4層 は近隣の調査結果から古墳時代前期 (布留式期)～

鎌倉時代、 7層 は古墳時代前期以前の地層に相当すると考える。

6.ま とめ :上記のことから、弥生時代や古墳時代初頭から江戸時代の遺構が今回の調査地にも存在 し

ている可能性が高いと思われる。 (西村 )

参考文献

。原田昌則他 2001『 久宝寺遺跡第24次発掘調査報告書一大阪竜華都市拠点地区竜華東西線 3工区の掘削工事に伴う一』

(財 )八尾市文化財研究会報告69(財 )人尾市文化財研究会

・原田昌則他 2004「 I久宝寺遺跡 (第28次調査)」 『(財 )八尾市文化財調査研究会報告77』 (財 )人尾市文化財研究会

・西村 歩他 2003『 八尾市亀井地内所在 久宝寺遺跡・竜華地区発掘調査報告書 V』 一大阪竜華都市拠点土地区画整

理事業 (者る市機能更新事業)に伴う発掘調査―(財 )大阪府文化財センター調査報告書 第103集  (財 )大阪府文化財セ

ンター

1爾Ⅱ斡 2

10                 20cm

つ
０



｀

キ

〒

:::::::::::::::::::::::::::::i::::::::::::::::::::::::::::::i;;;;7生

__1

再
写
i::三

:::::::;::::::::::三

i:i:::写

〔::'

第 4区 北壁

8.Om

7.Om ~

5.Om

第31図 地層断面図 (S=1/100)

24 久 宝 寺 遺 跡 (2004-174)の 調 査

1.調査名 :分譲住宅建設に伴う遺構確認調査

2.調査地 :八尾市南久宝寺 1丁 目23-2・ 3、

25-2-4
3.調査期間 :平成16年 10月 21日

4.調査方法 :分譲住宅建設予定地内に 2× 2m

規模の調査区 2箇所を設定。北側を 1区、南側を

2区 と呼称。

それに対応す る もの と推定 され る。

参考文献

・岡田清- 1997「 E久宝寺遺跡 (第 17次調査)」 『(財 )

会

25 久宝寺遺跡 (2004-269)の 調査

1.調査名 :ス ポーツ練習場建設に伴う遺構確認調査

2.調査地 :八尾市北亀井 3丁目 (6街区 1画地)
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5.調査概要 :1区 では現地表下2.3mま での間で 8 第32図 第 1・ 2区地層断面図 (S=1/100)

層 (0～ 7層 )の地層を確認 した。 0層 は客土。 1層 は旧作土。N4/0灰色砂質シル ト。 2層 は酸化鉄

斑が顕者な10YR7/41こ ぶい黄橙色砂質シル ト。 3層 は酸化鉄斑・マンガン斑が顕著な2.5GY7/1明 オリ

ーブ灰色砂質シル ト。 4層 はN6/0灰 色粘土質シル ト。 5層 は10YR6/4に ぶい黄橙色粘土質シル ト。 6

層は5Y6/1仄 色シル ト。 7層 は粘性が強いN4/0灰色シル ト質粘上である。

2区では現地表下2.4mま での間で 8層 (0～ 7層 )の地層を確認 した。 1区 とほぼ同様の層相が確認

されており、 1区 と共通する地層は 1・ 3・ 4・ 5・ 7層である。 2層 はグライ化が顕著な10BG6/1青

灰色砂質シル ト。 6層 は10YR3/2黒褐色粘土質シル ト。 5'6層 からは土師器の小片が出土 している。

6.ま とめ :2区 の 5。 6層 から土師器片が極少量出土 しているが、小片のため時期は明確でない。調

査地点の北西約200m地 点で平成 5年度に実施 した第17次調査においては、T.P.+6.5～ 6.Om付近で弥生

時代後期末～古墳時代前期の遺物を含む地層 (第 8層 )が確認されてお り、 2区で検出した 5・ 6層が

(原 田 )

八尾市文化財調査研究会報告55』 (財 )八尾市文化財調査研究
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3.調査期間 :平成16年 10月 28日

4.調査方法 :ス ポーツ練習場建設予定地内に2.3× 2.3m T.P.+80m

規模の調査区 2箇所を設定。北側の調査区を 1区、南側の

調査区を 2区 と呼称 した。                  7.Om
5.調査概要 :1・ 2調査区の現地表下2.1～ 2.3mま での

間で 3層 (0～ 2層 )の地層を確認 した。               、`__

1区 :0層 は表土および攪乱層。層厚 1.7m。 旧建物の

建築時および解体整地時における攪乱層で、コンクリー ト  第33図 第 2区地層断面図(S=1/100)

片等を含む。 1層 は10GY8/1明緑灰色砂質シル ト。一部のみ残存。大半が 0層 により削平を受けている。

2層 は10YR8/4浅黄橙色極細粒砂～細粒砂で、ラミナの見 られる河川堆積層である。層厚は0,4m以上

である。

2区 :0層 は 1区 0層 と同じ。層厚1.5～ 2.3mo l層 は 1区 1層 と同じ。 2層 は10GY8/1明 緑灰色極

細粒砂～細粒砂。基本的には 1区 2層 と同様の河川堆積層である。

6.ま とめ :調査範囲内では、攪乱層が深層におよんでお り、上部層は既に削平された状況であった。

1・ 2区で検出した河川に起因した堆積層の広が りは、調査地′点の北部で行った第31次調査 (K H99-

31)で確認された古墳時代初頭面に対応する可能性が高い。 (原 田)

参考文献

・西村公助 2000「 14.久宝寺遺跡第31次調査 (KH99 81)」 『平成11年度 (財)人尾市文化財調査研究会事業報告』 財

団法人八尾市文化財調査研究会

26 郡川遺跡 (2003-369)の 調査
1.調査名 :分譲住宅建設に伴 う遣構確認調査

2.調査地 :人尾市黒谷 6丁 目171番地 1

3.調査期間 :平成16年 3月 22日  5月 27日 ・28日

4.調査方法 :【 3月 22日 】5× 1.5mの範囲について調査 (地層観察)を 行った。

【5月 27日 ・28日 】西側に2m四方の調査区を1個所、東側に南北6.5m× 東西3.5mの 調査区を1箇所の

計 2箇所の調査区を設定した。西恨1を第 1区、東側を第 2区 と呼称する。なお、掘削深度については工

事深度に準 じ、第 1区は現地表(T,P,+65.5m前後)下約1.8m、 第 2区 は0,8mま でを対象とした。

5.調査概要 :【 3月 22日 】現地表下約2.4mま でに4層 の堆積を確認 した。 0層 は盛土。 l層 は

7.5YR4/3褐色細粒砂混粘土で、須恵器・土師器の破片が出土している。 2層 は7.5YR5/2灰 褐色粗粒砂

混粘上で、弥生土器の破片が少量出土した。 3層 は10YR7/6明責褐色細粒砂で、細礫を多く含む。 1層

上面から切 り込む遺構の埋土はI層 10YR4/2灰黄褐色細粒砂混粘土 (炭化物含む)で、古墳時代後期以後

に比定できる。 2層上面から切り込む遺構の埋土はⅡ層10YR3/4暗 褐色粗粒砂混粘土とⅢ層7.5YR5/6

明褐色粗粒砂混粘土で、弥生時代後期以後に比定できる。
東壁

T.P.+65.Om

/
64.Om

63.Om  L

第34図

【5月 27日 ・28日 】≪第1区≫ 【層序】第0層 一盛土。第1層 -10YR4/6褐色砂礫混じリシルト。時期

不明の瓦質土器片を含む。第 2層 -7.5YR3/4暗褐色シル ト。古墳時代後期頃の須恵器片を含む。第 3

層-7.5YR3/1黒 褐色シルト。弥生時代後期頃の土器類が多量に含まれる。第 4層 -10YR8/6黄 橙色砂

礫混じリシル ト。弥生時代後期の遺構構築層にあたる。本層上面(T.P,+64.4m前後)で、弥生時代後期

西 壁

東壁

一
　

一
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の土坑 2基 (S K101・ 102)を 検出した。第 5層 -2.5Y8/4淡 黄色中礫混じリシルト。径0,1～ 0,5mの礫

(花尚岩)を 多量に含む。

【検出遺構 。遺物】現地表下1,Om前後(T.P.+64.4m前 後)の ところで、弥生時代後期に比定される土

坑 2基 (S K101・ 102)を 検出した。

S K101 調査区の北西隅で東および南側の掘方の一部を検出した。北および西側は調査区外に至る。

検出部分の法量は、南北1.Om、 東西1,7m、 深さ0.36mを 測る。埋土は黒色粘土質シルト(a層 )の 単一

層である。埋土内からは、弥生時代後期に比定される壼・奏・鉢の破片が出土したが、砕片のため図化

はできなかった。

S K102 調査区の南半部で北および西側の掘方の一部を検出した。南および東側は調査区外に至る。

＼
>斗/73

第35図  S K102出土遺物実測図 (S=1/4)
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検出部分の法量は、南北0.85m、 東西0.23m、 深さ0。3mを測る。

埋土は(a層 )一 黒色粘土質シル ト、下層 (b層 )一 暗灰色粘土質

ンル トの 2層 に分層でき、下層 (b層 )イこは炭化物が含まれる。

埋土内からは、弥生時代後期に比定される広日長頸重 (ほ ぼ完

形品)1点 をはじめ、壼・甕・鉢の破片が多量に出土 した。そ

のうち図化できたものは、重 6点 (1～ 6)、 甕15点 (7～ 21)、

高杯 4ソ点(22～ 25)、 鉢 5ソ点(26～ 30)の 計30′点である。各遺物の

法量等については観察表を参照されたい。

≪第 2区 ≫ 〔層序】第 1区 と異なるところは、第1層 と弥生

時代後期頃に比定される第 3層が確認されないことが挙げられ

る。古墳時代後期頃に比定される第 2層 については同レベルで

存在しており、当該期の遺構構築の際に弥生時代後期の堆積層

が削平されたことが想定される。

【検出遺構・遺物】旧家屋基礎等のカクランにより、遺構は

確認されなかった。遺物については、第 2層から古墳時代後期

頃に比定される須恵器の破片が数点出土した。

■R+650m

=輩 第 2区

第36図 地層図および平面図 (S=1/100)

TP+650m、
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南壁

6,ま とめ :今回の調査地の南側で実施された平成11年度市教委調査においても、弥生時代後期 と古墳

時代に比定される遺構・遺物が検出されている。今回の調査でも同様の遺構 。遺物を検出したことから、

当地一帯では少なくとも2時期の遺構面が存在することが半」明した。

表 l S K102出土遺物観察表 (※ 法量の ( )は復元推定値 )

(西村・岡田)

第 1区

No 器種 法量 (cm) 遺存部 調整および成形

1 広口壷 口径 :(148) 回縁部1/4 口縁部 (外)ヨ コナデ、ヘラナデ (内 )ヨ コナデ、接合痕

広回長頸壷 口径 :124
器高 :(204)

体部最大径 :186
底径 I(53)

底部全体と体部の
下半一部欠損

口縁部 (外)ヨ コナデ、穿孔 (内)ヨ コナデ、ハケナデ
顎部 (内外)接合痕
肩部 (外)竹管文
体部 (外)ヘ ラナデ・ヘラケズリ(内 )ヘ ラナデ、接合痕

霊 底径 :(56) ,氏音呂2/3 内外)ナ デ

霊 底径 129 底部のみ 内外)ヘ ラナデ、ナデ

霊 底径 145 底部のみ 外)ヘ ラナデのちヘラミガキ (内 )ヘラナデ

霊 底径 :32 底部のみ 内外)ヘ ラナデ

甕 回径 160) 口縁部1/2 口縁部 (内外)ヨ ヨナデ (外 )接合痕

甕 口径 | 160) 口縁部破片 口縁部 (外)ヨ コナデ (内 )ユ ビオサエのちヨヨナデ

甕 回径 162) 口縁 部 1/4 口縁部 (内外)ヨ コナデ

甕 回径 : 156) 口縁～頸部のみ 口縁部 (内外)ヨ コナデ肩部 (外)タ タキ (内 )ナ デ

奏 回径 155) 口縁音卜1/3 口縁部 (外)ヨ コナデ (内 )ユ ビオサエのちヨコナデ

甕 回径 : 168) 口縁～肩部破片 口縁部 (内外)ヨ コナデ肩部 (外 )タ タキ (内 )ナ デ

斐 回径 :(170) 口縁～肩部破片 口縁部 (外)ユ ビオサエのちヨコナデ・接合痕 (内 )ヘ
ラナデ
肩部 (外 )タ タキ (内 )ヘ ラナデ

奏 回径 :(142)

体部最大径 :(154)
回縁～体部1/3 口縁部 (内外)ヨ コナデ

頸部～肩部 (内 )接合痕
体部 (外 )タ タキ (内 )ユ ビオサエのちヘラナデ

奏 底径 :44 底部のみ 外 )タ タキ 内)ヘ ラナデ

奏 底径 :34 底部のみ 外 )タ タキ 内)ヘ ラナデ

7 奏 底径 :32 底部のみ 外 )タ タキ 内)ヘ ラナデ

甕 底径 :33 底部のみ 外 )タ タキ 内)ヘ ラナデ、ユビオサエ

甕 底径 :48 底部のみ 外 )タ タキ 内)ヘ ラナデ

甕 底径 :44 底部のみ 外 )タ タキ 内)ヘ ラナデ、ユビオサエ

甕 底径 :(46) 尼ミ音Ь1/2 外 )タ タキ 内)ヘ ラナデ

高杯 残器高 :54 脚柱部のみ 外)ヘ ラミガキ(内 )シ ボリメ

高杯 残器高 :75 脚柱部のみ 外)ヘ ラミガキ、穿孔 (内 )ヘ ラナデ

高杯 残器高 :64 脚柱部のみ 外)ヘ ラミガキ、四方孔 (内 )シ ボリメ、ヘラミガキ

高杯 裾径 :(139)
残器高 :70

脚部1/3 (内外)摩減で不明瞭、穿孔

ワ
Ｖ



有孔鉢 底径 :35 底部のみ (内外)ナ デ、穿孔

有孔鉢 径
高
径

口
器
底

(1■6)

67
34

(外 )タ タキ (内 )ヘ ラナデ・底部穿孔

鉢 径
高
径

口
器
底

(134)
62
34

(内外 )ユ ビオサエのちヘラナデ (外 )接合痕

鉢 径
高
径

口
器
底

(16の
85
44

口縁部 (内外 )ヨ コナデ、 (外 )接合痕
魯部～底部 (外 )ユ ビオサエ、タタキ (内 )ユ ビオサ
エのちナデ

鎌 口径 :(202)

器高 :91
底径 :47

口縁部 (内外 )ユ ビオサエのちヨヨナデ
体部～底部 (外 )ユ ビオサエ、タタキ (内 )ヘ ラナデ

参考文献

・漕 斎 2001「 6.郡川遺跡 (1999627)」 『八尾市内遺跡平成12年度発掘調査報告書』八尾市文化財調査報告44 平成

12年度国庫補助事業 八尾市教育萎員会

27.郡川遺跡 (2004-176)の 調査

1.調査名 :個 人住宅建設に伴う遺構確認調査                 Jヒ 壁

2.調査地 :八尾市郡川 4丁 目190呑、206番

3.調査期間 :平成16年 8月 13日

4.調査方法 :規模約1.5× 1.5m、 面積約2.25♂ 1

て、現地表下2.Om前後までを調査 した。調査で使用

高は、人尾市作成1/2500地図に記載のレベル高値 (調査地西に位

置する府道東高安停車場線の中央 :ToP.+45。 9m)を使用した。  第37図 地層断面図 (S=1/100)

5.調査概要 :【地層】現地表下1.4～ 1.5m前後までは現代の客土・盛土(0層 )。 以下現地表下2.Om前

後までの0.5m間で 3層 の地層を確認した。 1層 は暗灰色シルト(グ ライ化)である。谷地形内に堆積し

た水成層の上壊化部分が本層に相当する。 2層 は暗オリーブ灰色シルト(グ ライ化)。 谷地形内に堆積し

た水成層である。 3層 は灰責褐色細礫～中礫混シルトである。雲状の酸化マンガンの沈着が著しい。非

常に硬く締まっている。地山層である。

(検出遺構・出土遺物】なし。

6.ま とめ :今回の調査では、谷地形に堆積したと推測される水成層 1・ 2層 と地山層の3層 を確認す

ることができた。この谷地形は、郡川遺跡2002-65調 査などで確認の谷地形と一連のものと思われる。

この推測が可能ならば、本調査地周辺はこの谷地形の南斜面に位置する可能性が高い。 (樋 口)

参考文献

・成海佳子 2003「15,郡川遺跡(2002-65)の調査」『八尾市内遺跡平成14年度発掘調査報告書』八尾市文化財報告48

平成14年度国庫補助事業 八尾市教育委員会

西壁

28 郡川遺跡 (2003-278)の 調査

1.調査名 :分譲住宅建設に伴う遺構確認調査

2.調査地 :八尾市郡川 2丁 目5香 1、 5番 2

3.調査期間 :平成16年 9月 13日 、10月 22日

4.調査方法 :分譲住宅建設予定地の南西部に 2× 2m規模の調査

区 1箇所を設定 した。 第38図 地層断面図 (S=1/100)

5.調査概要 :現地表下1.9mま での間で 7層 (0～ 6層 )を確認 した。 0層 は客土。層厚60cmo l層

は旧表±。10YR6/1褐灰色砂質シル ト。2層 は10YR6/2灰黄褐色砂質シル トで、酸化鉄斑が認められる。

3層以下は河川に起因した堆積層が連続 して認められた。 3層 はN8/0灰 白色細粒砂。 4層 は中礫を多

く含む2.5GY7/1明 オリーブ灰色細粒砂。 5層 は2.5GY8/1灰 白色細粒砂～中粒砂。 6層 は上面に未分解

T.P.+30.Om

29.Om
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の植物遺体を含む10GY7/1明緑灰色極細粒砂 (層厚40cm以上)で、50cm以上の岩石が散見された。遺物

は2層および 5層から須恵器の小片が極少量出土 している。

6.ま とめ :3層以下は河川に起因した堆積層が連続 してお り、河川ないしは谷状地形であったことが

推定される。                                    (原 田)

29 郡 川 遺 跡 (2004-251)の 調 査

1.調査名 :長屋住宅建設に伴う遺構確認調査

2.調査地 :八尾市教興寺 4丁 目33

3.調査期間 :平成16年 11月 12日

4.調査方法 :調査地南部に2m四方の調査区を1箇所設定し、

現地表(T.P,+13.lm前後)か ら約 2mま での掘削を実施した。

西 壁
T.P.+13.Om

12.Om

~＼    1   1

房蒋≡尋戸
|

5.調査概要 :【層序】第 1層 -10YR2/1黒 色シルト。現在の  第39図 地層断面図 (S=1/100)

水田耕作上である。第 2層 -10YR6/2灰 責褐色シルト。現在の耕作地が形成される以前の盛土層である

と思われる。第 3層 -7.5YR4/2灰褐色砂礫混じリシルト。調査区全域には広がらず、部分的に散在す

る地層で、古墳時代中期頃の遺物を少量含む。第4層 -10YR3/1黒 褐色シルト。やや締りのある堆積層

で、一部に炭化物を含む。層内から弥生時代に比定される土器片のほか石器が出土した。第 5層 ―

10YR6/3にぶい黄橙色粘土質シルト。調査区の北半部に見られる地層で、上部にはマンガンが少量沈着

する。第 6層 -5YR5/1褐灰色シルト。植物遺体を若千含む。第 7層 一N3/0暗灰色砂礫混じリシルト。

3～ 5 cmの礫を多量に含む。調査区の南部では上層の第 5。 6層 に切られる。第 8層 -10BG4/1暗青灰

色砂質シル ト。水成による堆積層で、締りは良くない。第 9層 -2.5GY5/1オ リーブ灰色砂質シルト。

第 8層 と同様に水成層で、本層からの湧水は著しい。

【検出遺構・遺物】遺構は確認できなかった。遺物は、第 3層から古墳時代中期頃と見られる須恵器

蓋杯の破片、第4層 から弥生時代に比定される土器片数点が出上したが、図化は不能であった。

6.ま とめ :当地の近隣では現在までのところ、考古学的な調査が実施されておらず、実態が不明であ

つたが、今回の調査によって、現地表下0.6～ 1,3m(T,P.+11.8～ 12.5m)間 に、弥生時代～古墳時代の遺

物包含層の存在を確認することができた。

30 小阪合遺跡 (2004-76)の 調査

1.調査名 :老人ホーム建設に伴う遺構確認調査

2.調査地 :八尾市青山町 3丁 目80番

3.調査期間 :平成16年 6月 14日

4.調査方法 :調査区は 3箇所 (l TP+80m
～ 3区 と呼称 )。 各調査区の平面規

模は、 1区 :2.1× 2.lm、 2・ 3

区 :1.2× 1,2mで ある。調査深度は、

現地表 (T,P.+8.7～ 8.8m前 後)下

(岡 田)

■2～ 2.lm前後までである。調査におけるレベル高は、

地北西部に位置するT字路中央 :T,P.+8,6m)を 使用

5.調査概要 :

【1区】現地表 (T.P。 +8,7m前後)下0.6～ 1.Om前後までは客土・盛土、および攪乱層 (100層 )。 以下現地

表下2.lm前後までの1.1～ 1.5m間 で 7層の地層を確認した。101～ 103層 は灰色～オリーブ灰色細礫混粘

土質シルト～シルトである。いずれも3～ 5 cm大 のブロックが混在する撹拌を受けた地層で、水田耕作

土に相当する。この内101層 は旧耕作土に相当する可能性が高い。104層 は暗色細礫混粘土質シルト～シ

ルト。105層 はグライ化の顕著なオリーブ灰色細礫混粘土質シルト～シルトである。106層 はオリーブ灰

第40図 地層断面図 (S=1/100)

人尾市作成1/2500地図に記載のレベル高値 (調査

した。

第 1区 北壁
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色粘土質シルト～シルトで雲状の酸化マンガンを多く含む。地層内には土師器や瓦器の細片が混在する。

107層 以下は、雲状の酸化マンガンを極めて多く含み、硬く締まった、にぶい責掲色粘土質シルトであ

る。本層上面が中世の遺構面に相当する可能性が高い。

【2区】現地表(T.P.+8.8m前 後)下 0.65～ 0。9m前後までは、客土・盛土、および攪乱層 (200層 )。 以下

現地表下1.2m前後までの0.3～ 0,5m間 で5層 の地層を確認した。201～ 204層 は、オリーブ灰色～暗オリ

ーブ灰色細礫混粘土質シルト～シルトである。いずれの地層も3～ 10c14大 のブロックが混在しており、

撹拌を受けている。中世以降の水田耕作土であろう。205層 は暗オリーブ灰色細礫混粘土質シルト～シ

ルト(3～ 5 cm大 ブロック混在)。 104層 同様の暗色帯と推測される。

(3区】現地表(T,P.+8.8m前 後)下 1.Om前後までは、客土・盛土、および攪乱層 (300層 )。 以下現地表

下1.2m前後までの0,2m間で 3層 の地層を確認した。301層 はオリーブ黒色細礫混粘土質シルト。104、

205層 同様の暗色帯と思われる。302、 303層 は灰色粘土質シルト～シルトである。グライ化が顕著であ

る。水成層か。

6.ま とめ :今回の調査地に北接する地点で実施された当調査研究会第10次調査では、T,P,+7.lm前

後で古墳時代前期の、同7.6m前後で中～近世の遺構群を検出している。したがって、当初、これらの

遺構の南への広がりを想定していた。結果は上記の通りである。まず古墳時代前期については、掘削深

度の関係上、この時期の遺構面レベルに達していないため、詳細は不明である。一方、中世以降につい

ては、 1区 106層が中世の遺物を含む地層であることなどから、当該期の遺構面の広がりが予想される。

しかし、調査面積が小さいことなどから、明確な遺構の検出は叶わなかった。 (樋 口)

参考文献

・高萩千秋 1990「第4章 第10次調査」F小阪合遺跡―八尾市計画事業南小阪合土地区画整理事業に伴う発掘調査一<

昭和61年度第 8次 昭和62年度第10,13次  昭和63年度第16次調査報告>(本文編)』 財団法人人尾市文化財調査報告

26(財 )八尾市文化財調査研究会

31 成 法 寺 遺 跡 (2004-119)の 調 査

1.調査名 :分譲住宅建設に伴う遺構確認調査

2.調査地 :八尾市南本町2丁 目60呑 1・ 65番・66呑 2及

び59番 1・ 59番 2・ 59番 3・ 59呑 4・ 59呑 5。

59番 6・ 59呑 7・ 66番 1・ 66呑 4の各一部

3.調査期間 :平成16年 12月 27日

4.調査方法 :人孔部分に2.0× 2.Omの調査区を2箇所

設定し調査を行った。東狽1を 第 1区、西側を第 2区 と呼

の検出および遺物の出土はなかった。

32 神宮寺遺跡 (2004-291)の 調査

1.調査名 :分譲住宅建設に伴う遺構確認調査

2.調査地 :八尾市神宮寺 5丁 目78・ 79の 一部

3.調査期間 :平成16年 11月 10日

4.調査方法 :規模約1.5× 1.5m、 面積約2.25♂ 2

箇所 (北 から第 1・ 2区 と呼称)に ついて、現地表

第41図 地層断面図 (S=1/100)
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称する。レベル高は調査地の北西側約50mに ある道路上の標高値 (T.P.キ 9.3m)を使用した。

5.調査概要 :【第 1・ 2区】現地表下約2.Omま でに5層 の堆積を確認した。 0層 は盛土で、厚さ約

0,3mを 測る。 l層 は10YR4/2灰 責褐色細粒砂混粘上で土師器 。須恵器・瓦器などの破片を含む近世～

近代にかけての整地層である。 2層 は10YR5/8黄 褐色細粒砂、 3層 は7.5YR4/4褐 色細粒シルトと粗粒

シルトのラミナ、4層 は10YR5/6責褐色細粒砂と粗粒砂のラミナで、 2～ 4層 は河川堆積である。遺構

T.P.+16.0絆
1

15.Om

205

第42図  地層断面図 (S=1/100)

第 1区 北壁
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(第 1区 :T,P.+16.3m前後 第 2区 :T.P.+16.6～ 16.7m)下 1.5m前 後までを調査 した。調査で使用 し

たレベル高は、人尾市作成 1/2500地 図に記載のレベル高値 (調査地の北西に位置する旧国道170号線と

市道の交差′点中央 :T,P。 +15。9m)を使用 した。

5.調査概要 :【地層】(第 1区 )現地表下0.3m前後までは、客土・盛土 (100層 )。 以下現地表下1.5m前

後までの1.2m間 で7層 の地層を確認した。101層 は暗灰黄色極粗粒砂～細礫混粘土質シルト～極細粒砂

で、旧耕作土に相当(層 厚約0。 15m)す る。102層 はにぶい黄褐色シルト～極細粒砂。雲状の酸化マンガ

ンを多く含む。103・ 104層 は灰黄褐色極粗粒砂～細礫混粘土質シルト～シルト。雲状の酸化マンガンを

含む。105層 は灰責褐色極粗粒砂～細礫混シルト～極細粒砂。106層 はグライ化の顕著な暗オリーブ灰色

極粗粒砂～細礫混シルト～細粒砂。扇状地性の水成層と推測される。107層 はグライ化の暗緑灰色極粗

粒砂～細礫混粘土質シルト～細粒砂。非常に硬く締まっている。土壌化層である。

(第 2区 )現地表下0.2m前後までは、客土・盛土 (200層 )。 以下現地表下1.5m前 後までの1.3m間 で 5層

の地層を確認した。201層 は灰黄掲色極粗粒砂～細礫混粘土質シルト～細粒砂である。202層 は暗オリー

ブ灰色極粗粒砂～細礫混粘土質シルト～細粒砂 (グ ライ化)。 203・ 204層 はオリーブ灰色～緑灰色極粗粒

砂～細礫混粘土質シルト～細粒砂。両層もグライ化が進む。扇状地性の水成層と推測される。205層 は

暗オリーブ灰色極粗粒砂～細礫混シルト～極細粒砂 (グ ライ化)。 上面は非常に硬く締まっており、土壌

化層と推測される。本層内からは、弥生時代中期の土器が出土した。上坑 1は 断面でのみ確認した近・

現代の穴である。埋土はオリーブ黒色中粒砂～10cm大の礫で、瓦やゴミが混在する。

【検出遺構】両区ともになし。

【出土遺物】第 2区では、掘削時に古式土師器細片が出土したほか、205層 内より、弥生時代中期に属す

る土器が出土した。 1は古式上師器の広口長頸壼口縁端部～口頸部の細片である。口頸部は緩やかに外

反し、端部には外傾の平坦面が見える。回縁部は横ナデを行い、日頸部外面は縦位ハケナデ後縦位ミガ

キを施す。色調はにぶい黄橙色(10YR7/2)を 呈し、胎土には極粗粒砂～ l nlm大 の細礫が少量含まれる。

2・ 3は弥生時代中期 (河内Ⅳ-2様式)に属するものである。 2は広口長頸壷の口頸部～体部である。

口頸部～体部上半部には簾状文が施される。簾状文は8条 (12本/1条 :原体幅は l cm)確認できる。な

お、最上の集状文のみ、左上がりに施される。体部最大径より下方には横位ミガキが見える。内面は指

頭成形後、縦位のナデや板ナデを行う。 3

は高杯の柱状部～裾端部細片である。中空

の柱状部は直線的に垂下する。裾部は若干

外反気味に開き、端部には内傾のにぶい平

坦面が見える。調整は、外面が縦位 ミガキ、

裾部内面が指頭成形後横位 ミガキを施す。

裾端部は両面ともに横ナデ。 2・ 3と もに

色調は暗灰色 (2.5Y5/2)を 呈 し、胎土には

極粗粒砂～ 3 1Yllll大 の細礫が含まれる。また

角閃石が多量に混在する。生駒山地西麓産

の上器である。

3

第43図 地層内出土遺物実測図 (S=1/4)

6.ま とめ :今回の調査では、第 2区205層内より出土した弥生時代中期の上器が特筆される。これら

の遺物は、①密集した状態で出土している、②土器は磨減を受けていない、などの特徴を有することか

ら、これらの上器が当該期の遺構に伴う遺物であつた可能性が高い。今回の調査地の南約130mで実施

された当研究会第 1次調査では、弥生時代中期～後期の土器棺をはじめとする遺構群を検出しており、

これらの遺構群の北への広が りを肯定し得る成果として注目したい。 (樋口)

参考文献

・岡田清- 1997「 Ⅲ神宮寺遺跡 (第 1次調査)J『財団法人人尾市文化財調査研究会報告57』 (財 )八尾市文化財調査研究

会
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33 太子堂遺跡 (2004-183)の 調査

1.調査名 :分譲住宅建設に伴う遺構確認調査

2.調査地 :八尾市太子堂4丁 目16-1の 一部、16-3の 一部

3.調査期間 :平成16年 8月 18日          第1区 西壁

4.調査方法 :建物基礎部分に2箇所の調

査区を設定した。なお、調査区は北を第 l T'P.+8.5m

区、南を第 2区 と呼称 した。規模はともに

3× 3mである。レベル高については人尾

市作成1/2500地 図91こ 記載されているレベ

第 2区 南壁
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に記載のレベル高値 (調査地の北西に位置する市

道T字路の中央 :T,P,+12,9m)を 使用 した。       第45図 地層断面図
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第44図 地層断面図

ル高値 (調査地の東側道路上 :ToP.+9。 lm)を使用 した。

5.調査概要 :現地表下約1,6m前後まで掘削し、 6層 の堆積を確認 した。 l層 は盛土 (層 厚80cm前後 )。

2層 は旧耕作土 (層厚15～20cm)。 3層 は暗青灰色粘土混シル ト(層厚15～ 25cm)で、磨耗 した土師器の小

片を 1片検出。 4層 は青灰色微砂混シル ト(層厚10～ 25cm)。 5層 は明茶灰色粘土 (層 厚20硼 )で、第 1区

のみ確認。 6層 は淡青灰色微砂 (層厚10cm以上)である。なお、 6層 より地下水があり、これより以下の

地層については安全面を優先 して掘削を断念 した。

6.ま とめ :今回の調査では、遺構の検出はなかったが、第 2区で確認された 5層 は南東側に続 く粘土

層の高まりが見られた。また第 3層 には磨耗 した土師器片が含まれていたが時期を特定するには至らな

かつた。周辺の調査から奈良時代の地層に想定されている。

34 大正橋遺跡 (2004-164)の 調査

1.調査名 :分譲住宅建設に伴う遺構確認調査

2.調査地 :八尾市太田 8丁 目16番 1の一部    TP+130m
3.調査期間 :平成16年 10月 22日               第1区 西壁

(高萩)

(S==1/100)

5.調査概要 :【地層】(第 1区)現地表下0。9m前後までは、客土・盛上である。以下現地表下1.8m前

後までの1,Om間 で 5層 の地層を確認した。 1層 はグライ化の顕著な暗灰色粘土質シルトである。旧耕

作上に相当(層厚約0.15m)す る。 2層 はオリーブ灰色粘土質シルト。こちらも水田耕作上の可能性が

高い。3層 は灰黄褐色粘土質シルト。雲状の酸化鉄分を少量含む。4層 は灰黄褐色粘土質シルトである。

雲状の酸化鉄分を極めて多く含む。5層 は灰色シルト質粘土～粘土質シルト。水田耕作上の可能性が考

えられる。NRlは断面で確認したもので、3層上面から切り込む流路と推測される。ラミナ構造が見

える灰色細粒砂～中粒砂で充填されている。 (第 2区 )現地表下1,4m前 後までは客土・盛土である。以

下現地表下1.8m前後までの0。4m間で 3層 (1～ 3層 )の地層を確認した。なお、 1～ 3層 は、第 1区の

1～ 3層 に対応する。

【検出遺構・出土遺物】第 1区の断面観察において流路を検出した。遺物の出土はなし。

6.ま とめ :第 1区 3層上面で検出したNRlは、断面観察から復原すると、第 1区の北部を南西 北

東方向に伸びるとものと推測される。また第 1区 5層 は、色調や粒度組成などから推測すると、水田耕

作上の可能性が高い。なお、両者ともに、時期を確定し得る遺物の出土は皆無であった。   (樋 口)

第 2区 北壁
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35 東郷遺跡 (2004-16)の調査
1.調査名 :保育園建設に伴う遺構確認調査

2.調査地 :八尾市光町 1丁 目38

3.調査期間 :平成16年 4月 21日

4.調査方法 :建物基礎部分に2.5× 2.5mの調査区を2箇所設定。南側を第 1区、北側を第 2区 と呼称

する。レベル高は調査地の南東側約200mに ある大阪府下水道の標高値 (ToP,+7。908m)を 使用 した。

5.調査概要 :【地層】現地表下約2.Omま でに5層の堆積を確認した。0層 は盛土。l層 は10Y5/1灰

色細粒砂混粘上の旧耕作土である。 2層 は2.5Y6/1責 灰色細粒砂混粘土で、マンガン斑が多く認められ

た。 3層 は2.5Y7/4浅責色細粒シル ト混粘土。全体的に撹拌されてお り、中世の整地層 と思われる。 4

層は10YR6/8明黄褐色粗粒砂混粘上で、第 2区では上面から切 り込む遺構を検出した。時期は平安時代

後期頃に比定できる。 5層 は10Y7/1灰白色細粒シル ト～細粒砂の河川堆積である。両調査区ともに上

面から切 り込む遺構を検出した。時期は古墳時代初頭頃に比定できる。

【第 1区】 5層上面から切り込む土坑 1基 (S K101)を 検

出した。 S K1011よ 遺構の南西側が調査区外に至るため

形状・規模などの詳細は不明である。埋土は10YR4/4褐

色細粒シルト混粘土で細粒砂のブロックが混入する。埋

土からは古墳時代初頭の上器の破片が出土した。このう

ち図化し掲載したものは高杯の脚部(1)で ある。 1は直

線的に外へ開く脚部で、屈曲し直線的に広がる裾部がつ

くものと思われる。この他図化できなかったが、庄内式

に比定できる甕の破片が出上した。内面ケズリ、外面タ

タキ(5本 /cm)を 施し、胎土には角閃石を含む。

【第 2区 】 4層 上面から切 り込む土坑 4基 (S K201～

204)を検出した。 S K201・ 2021よ の平面形状は円形で、

径約0.25mを測る。深さは約0。 15mを測る。S K203は 遺

構の北東側が、S K204は 北西側が調査区外に至るため、

形状・規模などの詳細は不明である。 S K201～ 204の埋

土は10YR3/3暗褐色細粒砂混粘土で、土師器の破片が極

少量出土した。

5層 上面では東へ下がる落ち込みを南壁で確認し

た。

また、この調査区では機械で掘削 したあげ土の中

から、弥生時代中期前半頃の壺 (2)、 古墳時代初頭

の甕 (3)が出土 した。 2は外面に直線文と綾杉文を

施す。 3は 口縁の形状が東部瀬戸内 (讃岐か阿波 )

地方ものに似てお り、搬入品の可能性が考えられる。

6.ま とめ :今回の調査地では、古墳時代初頭と平

第46図 地層断面図 (S=1/100)

第47図  出土遺物実測図 (S=1/4)

安時代の遺構を検出した。同時期の遺構は北隣の調査地 (第36次調査)と 南隣の調査地 (第44次調査)で検

出 してお り、同時期の居住域が今回の調査地にも存在 していることが確認できた。

参考文献

・成海佳子 1992「 8。 東郷遺跡第36次調査(TG91-36)」 『平成3年度 (財 )八尾市文化財調査研究会事業報告』 (財 )八

尾市文化財研究会

・坪田真- 1998「Ⅱ東郷遺跡(第44次調査)」 『(財 )人尾市文化財調査研究会報告61』 (財 )八尾市文化財調査研究会
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36 東郷遺跡 (2004-79)の調査

1.調査名 :分譲住宅建設に伴う遺構確認調査

2.調査地 :人尾市荘内町 2丁 目13-1、 13-4、 13-8、 13-9

3.調査期間 :平成16年 7月 8日

4.調査方法 :人孔部分に2.0× 2.Omの 調査区を3箇所設定 し調査を行った。レベル高は調査地の北西

側約15mにある道路上の標高値 (T,P.+8.Om)を 使用 した。

5.調査概要 :【地層】現地表面の標高はT,P.+8.0前後を測り、深さ約1.8mま でに8層 の堆積を確認

した。 0層 は盛土。 l層 は10YR7/6明 責褐色細粒シルト質粘土、 2層 は7.5YR7/2明 褐灰色粘土質細粒

シルトで、土師器の破片が出土した。 3層 は7.5YR7/1明 褐灰色粘土で、細粒シルト質粘上のブロック

が混入する。マンガン斑があり、土師器の破片が出土した。 4層 は10YR6/2灰黄褐色粘土質細粒シルト

で、植物遺体を含む。上面は土壌化している。 5層 は7.5YR5/1褐灰色細粒砂。 6層 は5YR6/1褐 灰色細

粒シルト質粘土で、細粒砂のブロックが混じる。7層 は5B3/1暗青灰色粘上で、グライ化している。

【第 1区】現地表下約 1.Omの 4層上面で調査を行ったが遺構の検出はなかった。周辺の調査結果から、

4層 は奈良時代～平安時代以前に比定できる。また、 6層上面では畦畔状の高まりを検出した。埋土は

10YR5/1褐灰色細粒砂混粘土である。 6層上面は攪拌をうけていることから、水田の可能性が高いと考

えられる。遺物の出上がなかった為、6層 の時期は不明であるが、古墳時代以前に比定できる。

〔第 2区】第 1区同様、現地表下約 1.Omの 4層上面で調査を行ったが遺構の検出はなかった。またこ

の調査区でも水田の可能性が高い 6層 を確認した。

【第 3区】現地表下約 1.Omの 4層上面で調査を行い土坑を検出した。土坑は調査区外に広がるため形

状、規模などの詳細は不明である。土坑の埋土は10YR4/4褐色細粒砂混粘土で、細粒シルト質粘土のブ

ロックが混入し、炭化物も含んでいる。遺物の出上がなかった為、土坑の時期は不明であるが、上層の

3層内に奈良時代～平安時代頃

に比定できる土師器が出土 して

いることから、奈良時代以前に

比定できる。

また、第 1・ 2区 同様、この

調査区でも水田の可能性が高い

6層 を確認 した。   (西 村 )

畦畔状の高まり

第48図 地層断面図 (S=1/100)

参考文献

・高萩千秋 1993「 XⅡ 東郷遺跡 (第39次調査)JF八尾市埋蔵文化財発掘調査報告』 (財 )人尾市文化財調査研究会報告

39(財 )八尾市文化財調査研究会

・高萩千秋 1998「 XⅣ東郷遺跡 (第52次調査)」 『財団法人人尾市文化財調査研究会報告60』 財団法人八尾市文化財調

査研究会

T,P+8.Om

第 1区 北壁

T,P.+8.Om

6.Om

第 2区 北壁 第 3区 北壁

第 2区 南壁

37 東郷遺跡 (2004-141)の調査

1,調査名 :事務所付住宅建設に伴う遺構確

認調査

2.調査地 :八尾市光町 2丁 目31-3

3.調査期間 :平成16年 7月 14日

4.調査方法 :建物基礎部分に2.5× 2.5mの

調査区を2箇所設定し調査を行った。北側を

第 1区、南側を第 2区 と呼称する。レベル高

は調査地の北西側約30mに ある道路上の標高

第 1区 南壁

_|コ              ざ

第49図  地層断面図 (S=1/100)
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値 (大阪府下水道使用ポイントT.P,+7.908m)を使用した。

5.調査概要 :【第 1・ 2区】現地表下約2.5mま でに7層 の堆積を確認した。 O層 は盛土。 l層 は

N3/0暗灰色粗粒砂混粘土の旧耕作土である。 2層 は5B5/1青灰色粗粒砂混粘土。 3層 は10YR6/2灰黄褐

色細粒シルト混粘上で細礫を含む。第 1区では土師器、第 2区では瓦器、土師器が出土した。 4層 は

10YR5/8黄褐色粗粒砂混粘上で、マンガン斑が認められる。細粒シルト質粘上のブロック混入。5層 は

10YR6/6明責褐色細粒シルト質粘土。 6層 は10YR6/2灰責褐色細粒砂～粗粒砂の水成層である。 3層か

ら5層上面は土壌化している

6.ま とめ :今回確認した3層 から5層 までの地層は、周辺で行った過去の調査成果から検討すると、

中世～弥生時代に比定できる。各層の上面には遺構が存在している可能性が高いと考えられる。 (西村)

参考文献

・西村公助 1989「 4東郷遺跡 (第29次調査 :光町2丁 目28-1)」 『八尾市文化財調査研究会年報 昭和63年度』 (財 )八

尾市文化財調査研究会報告25(財 )八尾市文化財調査研究会

38 東郷遺跡 (2004-128)の 調査
1.調査名 :専用住宅建設に伴う遺構確認調査

2.調査地 :八尾市北本町 2丁 目56呑 1の一部

3.調査期間 :平成16年 8月 12日

4.調査方法 :専用住宅建設予定内に 3× 3m規模の調査

区 1箇所を設定。調査深度は当初、現地表下 3mを想定 し

ていたが、現地表下1.6m以 下で河川堆積層が確認され、

その部分からの湧水が多大であったため安全面を考慮 して

現地表下2.6mま での調査 とした。

2」
1

6.Om4

T.P.+7.Om

5.Om

第50図 地層断面図 (S=1/100)

5.調査概要 :現地表下2.6mま での間で 8層 (0～ 7層 )の地層を確認した。 0層 は客土。 l層 は

10BG3/1青灰色砂質シル ト。作土層。 2層 は2.5GY6/1オ リーブ灰色砂質ンル ト① 3層 は5Y6/1灰 色砂質

シル ト。 4層 は2.5GY7/1明 オリーブ灰色砂質シル トで遺構になる可能性がある。 5層 は酸化鉄斑が顕

著な10YR5/1掲 灰色粘土質シル ト。瓦器椀片を含む鎌倉時代の包含層。 6層 は酸化鉄斑が顕著なN6/0

灰色粘土質シル ト。平安時代 と推定される土師器、九瓦片を極少量含む。 7層 は7.5GY7/1明 緑灰色シ

ル ト～中粒砂。河川に起囚した洪水砂層と推定される。層厚は lm以上が想定される。

6.ま とめ :調査では、 5層 で鎌倉時代の遺物包含層と6層で平安時代の遺物包含層を確認 した。 7層

は平安時代以前の自然河川に伴う堆積層である。

39 東郷遺跡 (2004-226)の調査
1.調査名 :店舗付住宅に伴う遺構確認調査

2.調査地 :人尾市光町 1丁 目3-1、 3-2、 4-1、

4-2、  5-1、  5-2
3.調査期間 :平成16年 9月 21日

4.調査方法 :建物基礎部分に 1箇所調査区を設定し掘削

を行った。なお、調査では既往建物基礎が残存 してお り、

予定の設定位置よりやや東に調査区 (規模約1.5× 4m)
を設定 して掘削 した。

(原 田 )

第51図 地層断面図 (S=1/100)

5.調査概要 :調査区では、現地表下約2.6mま でに8層 の堆積を確認 した。第 1層 は盛土 (層厚1,lm)。

第 2層 は青灰色粘質シル ト (層 厚0.lm)。 第 3層 は淡灰色粘土 (層 厚0.2m)。 酸化鉄・マンガン斑を含

む。上面はT,P,+5,8mを測る。第 4層 は褐灰色砂礫 (層厚 0。 lm)。 第 5層 は灰色粘土 (層厚0.4m)。

酸化鉄・マンガン斑を少量含む。上面はT.P,+5.55mを 測る。第 6層 は淡灰青色シル ト (層 厚0。2m)。

T.P.+7.Om

6.Om

5.Om

｀
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第 7層 は淡灰青色粘土 (層厚0.2m)。 第 8層 は青灰色シル ト～細砂 (層厚0.5m以 上 )。 地下水有 り。

6.ま とめ :今回の調査では遺物の出土はなかった。遺構としては第 2層が中近世の水田耕作土と思わ

れる。また。第 5層 についても水田耕作土の可能性が考えられるが時期など詳細は不明である。なお、

第 8層以下で地下水があり、危険と判断し、それより以下の掘削を断念 した。 (高萩)

40 東郷遺跡 (2004-300)の 調査

1.調査名 :共同住宅建設に伴う遺構確認調査

2.調査地 :人尾市本町1丁 目80-3、 82、

83、  84、  85

3.調査期間 :平成16年 12月 6日

T.P.+9.Om

8.Om

4.調査方法 :建物基礎部分に3,0× 3.Om

の調査区を2箇所設定 し調査を行った。北  7.Om

側を第 1区、南側を第 2区 と呼称する。レ

ベル高は調査地の南東狽1約 100mに ある道  聖型

路上の標高値 (T.P.+8.7m)を 使用 した。

5.調査概要 :【第 1・ 2区】現地表下約

第 1区 北壁

ヒ___生 _」

第 2区 北壁

キ     F

第52図 地層断面図 (S=1/100)

3.Omま でに 5層の堆積を確認 した。 0層 は盛土で、厚さ約1.8～ 2.3mを 測る。 1層 は10BG6/1青灰色粗

粒砂、 2層 は5B6/1青灰色細粒シル ト質粘土、 3層 は10BG7/1明青灰色細粒砂 と粗粒砂のラミナ、 4層

は5B3/1暗青灰色細粒シル ト質粘土で、 1～ 4層 は

'可

川堆積と思われる。第 1区の 2層では縦方向に割

れる砂脈 (噴砂)を 確認 した。

6.ま とめ :今回確認 した河川堆積は、南側約50m地点で行った東郷遺跡第37次調査で検出した自然河

サ|IENR-101(飛鳥時代中棄～奈良時代中葉)に比定できる。                 (西 村 )

参考文献

。原田昌則 1999「 H東郷遺跡(第37次調査)」 『(財 )八尾市文化財調査研究会報告64』 (財)八尾市文化財調査研究会

41 中田遺跡 (2004-46)の 調査

1.調査名 :個人住宅建設に伴う発掘調査

2.調査地 :人尾市刑部 1丁 目328番

3.調査期間 :平成16年 6月 21,22日

4.調査方法 :宅地の東側に1.5× 1.5mの 調査地を 1箇所設定 し現

地表から深さ約1.5mま で人力で、掘削 し調査を行った。レベル高

は、人尾市作成1/2500の 地図に記載 している標高値 (調査地の南東

側道路上T.P.+10.4m)を 使用 した。

なお、本来、21日 (月 曜日)に調査を行う予定であつたが、台風 6号

が通過 し風雨が激 しかった為、現場作業は22日 へ順延となった。21

日に行った作業は調査地の設定だけである。

‥
二重揺璽夢三

第53図  地層断面図 (S=1/100)
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第54図  出土遺物実測図 (S=1/4)

5.調査概要 :0層 は盛上で、現地表面の高さは、T,P.+10.45mで ある。 1層 はN2/0黒色細粒砂混粘

土の旧耕作土である。 2層 は10BG5/1青灰色粗粒砂混粘土。 3層 は10YR5/1褐仄色粗粒砂混粘土でマン

ガン斑が確認できる。 4層 は5Y5/1灰 色細粒砂混粘土で細粒シル ト質粘上のブロックが混入する。土師

器・瓦器の破片が出土 した。 5層 は5G3/1暗緑灰色細粒砂混粘上で土師器・弥生土器 (1)の破片が出土

した。 1は重の底部で、弥生時代後期のものと思われる。

4層 は中世、 5層 は古墳時代～弥生時代の地層であることが確認できた。周辺での過去の調査では中

世や古墳時代～弥生時代の遺構・遺物を検出している(西村公助1996・ 西村公助2000)こ とから、今回の

調査地にも同時代の遺構が存在 している可能性が高いと思われる。

26
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参考文献

・西村公助 1996「 V中 田遺跡 (第28次調査)」 『中田遺跡 (財 )八尾市文化財調査研究会報告49』 (財 )八尾市文化財調査

研究会

・西村公助 2000「Ⅷ中田遺跡 (第36次調査)」 『(財 )八尾市文化財調査研究会報告66習 (財 )八尾市文化財調査研究会

「
―
―
―
―
―
―
―

42 中田遺跡 (2004-135)の 調査

1.調査名 :専用住宅建設に伴う遺構確認調査

2.調査地 :八尾市中田3丁目39香 6、 39香 7
GL==9,9m

西壁
   T.P.+10.Om

3.調査期間 :平成16年 8月 2日

4.調査方法 :規模約2.5× 2.5m、 面積約6.25♂ l箇所について、     3
現地表下2.5m前後までを調査 した。調査で使用 したレベル高は、     5
人尾市作成 1/2500地 図に記載のレベル高値 (調査地北東に位置す

る市道安中・教興寺線の中央 :ToP.+9。 7m)を使用 した。

5.調査概要 : I地層】現地表下1.lm前 後までは客土・盛土(0 第55図 地層断面図 (S-1/100)

層)。 以下現地表下2.5m前後までの1.4m間 で 6層の地層を確認した。 1層 は暗灰色粘土質シルト～シル

ト。旧耕作土に相当する。 2層 はグライ化の顕著な暗オリーブ灰色粘土質シルト～シルトである。瓦器

細片を含む。 3層 は暗オリーブ灰色粘土質シルト～シルト(グ ライ化)。 4層 はオリーブ灰色粘土質シル

ト(グ ライ化)で ある。5層 はオリーブ灰色極粗粒砂～細礫混粘土シルト～シルトで、雲状の酸化鉄分を

多く含む点が特徴的である。 2～ 3 cm大 のブロックが混在する非常に汚れた地層である。下層に存在す

る6層水成層の土壌化部分に相当する。なお、 3～ 5層内には土師器細片が混在する。 6層 はオリーブ

灰色～灰オリーブ色シルト～極粗粒砂である。水成層で、下方に向かうにつれて、粒子組成は粗粒化し、

湧水も激しさを増す。

【検出遺構・出土遣物】検出遺構はなし。出土遺物は、 2層 内から瓦器細片が、 3～ 5層内から土師器

細片が出土した。いずれも器種や時期の特定は不明である。

6.ま とめ :今回の調査地の北西約50mで実施された八尾市教育委員会の調査 (中 田遺跡(63-020))で

は、中世の耕作に伴う地層を確認している。これらは、本調査地で確認した5層土壊化層上面に対応す

る可能性が高い。当該期の耕作地の南東への広が りを予想 し得る成果として注目したい。 (樋 口)

参考文献

。青木勘時 1990「 15。 中田遺跡(N T89-02)」 『八尾市文化財調査研究会年報 平成元年度』財団法人人尾市文化財調

査研究会報告28(財 )人尾市文化財調査研究会

・近江俊秀 1988「 1.中田遺跡(63-020)の 調査」『八尾市内遺跡昭和63年度発掘調査報告書ⅡJ八尾市文化財調査報

告20 昭和63年度国庫補助事業 八尾市教育委員会

43 中田遺跡 (2004-160)の 調査

1.調査名 :分譲住宅建設に伴う遺構確認調査

2.調査地 :八尾市八尾木北 2丁 目18番 1、 18番 2

3.調査期間 :平成16年 9月 30日

4.調査方法 :規模約2.0× 2.Om、 面積約 4♂ 1箇所について、

現地表 (T,P.+10.340m)下2.24前後までを調査 した。調査で使

用したレベル高は、人尾市作成 1/2500地 図に記載のレベル高値

(調査地北東に位置する市道T字路中央 :T.P.+9.8m)を 使用

した。

5.調査概要 :【地層】現地表下1.2m前後までは、客土 。盛  第56図 地層断面図 (S=1/100)

土。以下現地表下2.2m前後までの1.Om間 で6層 の地層を確認した。 1層 はグライ化の顕者な暗灰色細

T.P.+10.Om

9.Om

―
・
Ｏｍ
一

２

１
・
Ｏｍ
一
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礫混粘土質シル トである。旧耕作土に相当 (層 厚約0。 15m)す る。 2層 は暗オリーブ灰色細礫混粘土質

シル ト～シル ト。 3層 は褐灰色細礫混粘土質シル ト～シル ト。両層ともに水田耕作上の可能性が高い。

4層 は灰黄褐色シル ト～極細粒砂である。 2～ 3 cm大のブロックが混在する地層で、土壌化が考 しい。

土師器や須恵器の破片が混在する。 5層 は責褐色シル トの水成層である。雲状の酸化マンガンを極めて

多 く含む地層である。 6層 はオリーブ灰色を呈 したシル ト～細礫である。水平ラミナ構造をもつ水成層

である。グライ化が著 しい。

【検出遺構・出土遺物】検出遺構はなし。出土遺物は、 1～ 4層 内より、土師器や須恵器、瓦の破片が

少量出土した。このうち、 1～ 3層 に包含されていた遺物については、本来は4層 内に包含されていた

ものが、水田耕作等の撹拌により巻き上げられた可能性が高い。つまり、今回出土した遺物は、そのほ

とんどが 4層内遺物と考えてよい。

6。 まとめ :今回の調査地周辺では、西約50m地点で八尾市教育委員会による調査が行われている。こ

こでは、現地表下1,3m付近で古墳時代後期の遺物包含層 (⑤層)を 確認、当該期の居住域が付近一帯に

展開している可能性を指摘 (漕1991)し ている。この遺物包含層⑤層は、今回の調査の4層 に相当する。

4層上面を追いかけていけば、当該期の遺構を検出する可能性が極めて高い。 (樋口)

参考文献

・渚 斎 1991「 22.中 国遺跡 (90-427)の 調査」 F八尾市内遺跡平成 2年度発掘調査報告書 I』 八尾市文化財調査報告22

平成 2年度年度国庫補助事業 八尾市教育委員会

44 中田遺跡 (2004-295)の 調査

1.調査名 :分譲住宅建設に伴う遺構確認調査  T.P.+11.Om

2.調査地 :八尾市刑部 4丁 目206番 13・ 207番 2

3.調査期間 :平成16年 12月 14日

4.調査方法 :建設予定地の南東部に 2× 2mの調

査区 1箇所を設定 し、現地表下 (T,P.+10。 8m)以

下約1.7mま での掘削を行った。

5.調査概要 :現地表下1.7m前 後 までに 6層 (0～ 6層 )を 確認 した。 0層 は盛土で層厚65cm前後 を測

る。 1層 はN3/0暗灰色砂質シル トで旧作土である。 2層 は中礫 を含む10YR7/3に ぶい黄褐色砂質シル

トで、鎌倉時代の遺物 を極少量含む。 3層 は上部 を中心 に中礫 を含む2.5Y4/1黄 灰色砂質シル トで、古

墳時代後半に比定 される土師器、須恵器の小片 を少量含む。 4層 は2.5Y6/1黄灰 中粒砂混砂質シル ト。

5層 は2.5Y7/1灰 白色中粒砂～粗粒砂の河川堆積層で、湧水が多大である。層厚は0.45m以 上を測る。

6.ま とめ :2層 で鎌倉時代、 3層 で古墳時代後期の遺物 を含む地層 を確認 した。 5層 以下は河川氾濫

に起因 した洪水砂が確認 され、周辺で実施 した第38次調査 (NT97-38)と 同様の成果が得 られた。(原 田)

参考文献

・樋口 薫 2000「 X中田遺跡第38次調査 (NT97-38)」 『(財)八尾市文化財調査研究会報告66J (財)八尾市文化

財調査研究会

東璧

l       i
!        O       i硼
  琴 Ⅲ
第57図 地層断面図 (S=1/100)

45 水越遺跡 (2004-37)の調査

1.調査名 :グループホーム建設に伴う遺構確認調査

2.調査地 :八尾市服部川 5丁 目7番 1、

13番、14番の一部、15呑の一部
T・ P+18.Om

:平成16年 5月 6日       17.Om
:建物基礎部分に3.Om× 3.0   ~
2箇所設定 した。南側を第 1

2区 と呼称する。レベル高に

第 1区 南壁 第 2区 東壁

3.調査期間

4.調査方法

mの調査区を

区、北側を第
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第58図 地層断面図 (S=1/100)



ついては人尾市作成1/2500地 図に記載されているレベル高値 (調査地の北東側道路上 :T,P.+20。4m)
を使用 した。

5.調査概要 :【第 1区 。第 2区地層】現地表(T,P,+18.8m)下 約2.8mま でに7層の堆積を確認した。

0層 は盛土。 l層 は7.5YR3/4暗 掲色細粒砂混粘土で、マンガン斑が多く認められ、上面は土壌化して

いる。第 1区では上面から切り込む溝状の落込みを検出した。落込みは南東から北西方向に伸びている。

埋土は10Y7/1灰 白色細粒シルトと細粒砂のラミナで、遺物の出土はなかった。 2層 は10Y4/1灰色粘土。

3層 はN5/0灰色中礫～粗粒砂で、扇状地の谷部を埋める土砂の堆積と思われる。 4層 は7.5Y6/1灰 色粗

粒シルト。 5層 は5B3/1暗青灰色粗粒シルト質粘土。 6層 は5母4/1暗青灰色細粒砂である。  (西 村)

参考文献

・高萩千秋 1998「 XⅧ水越遺跡第6次調査(MS96-6)」 F(財 )八尾市文化財調査研究会報告60』 (財 )人尾市文化財調査研究

46 美園遺跡 (2003-487)の 調査

1.調査名 :共同住宅建設に伴う遺構確認調査

2.調査地 :八尾市美園町 3丁目61番 1

3.調査期間 :平成16年 4月 13日

4.調査方法 :建築予定地内に3m四方の調査区を2箇所 (西側―第 1区、東側―第 2区 )設定 し、工事

深度に準 じて現地表 (T,P.+7.6m)下約 3mま での掘削を実施 した。

5.調査概要 :【層序】第 0層 一盛土 (層厚/第 1区 -2.Om前後、第 2区 -1.2m前後 )。 第 1区では以下

記述する第 2区 に存在する第 1～ 3層 の堆積層が、現代の削平 によって消滅 していた。第 1層 ―

7.5YR6/3に ぶいtrs色 シル ト。近世の瓦片が出土。第 2層 -10YR6/1褐灰色シル ト。中世の上師器およ

び瓦器の破片が少量出土。第 3層 -10YR7/2に ぶい責橙色シル ト(層厚0。 15～0,3m)。 古墳時代中期～後

期の所産と見られる須恵器片が出土。第 4層 -10YR6/1褐灰色極細粒砂 (層厚0,1～0.3m)。 氾濫性の堆

積層で、第 1区では流れ込みによる粘上のブロックが混入。第 5層 -7.5YR7/3にぶい橙色砂質シル ト

～極細粒砂。水成層でラミナが確認できる。第 6層 -10BG7/1明 青灰色砂質シル ト。第 2区に存在する

水成層である。第 7層 -5BG5/1青灰色シル ト。植物炭化ラミナが顕者に見られる。第 8層 一N3/0暗灰

色粘土質シル ト。第 9層 -10BG4/1暗青灰色砂礫混 じり粘土質シル ト。全般に淘汰が不良である。

6.ま とめ :今回の調査では遺

構は検出されなかった。しかし、

第 2区 の現地表下 1.2～ 1.8mT・
P・ +7.Om

(T.P.+5,7～ 6.5m)に 堆積する

地層については、古墳時代中期  生卸

～中世にかけての遺物が含まれ  5.Om
ることと、周辺における既往の

調査成果から、当該期の遺構の

存在が示唆される。  (岡 田)

第 1区 西壁 第 2区 西壁

第59図 地層断面図 (S=1/100)

4フ 矢作遺跡 (2004-85)の 調査

1.調査名 :共同住宅建設に伴う遺構確認調査

2.調査地 :八尾市高美町四丁目1368
3.調査期間 :平成16年 7月 6日

4.調査方法 :建物基礎部分に2.0× 2,Omの調査区を 1箇所設定    駆h

し調査を行った。レベル高は調査地の北西側約50mに ある道路上

の標高値(T,P.+9.5m)を 使用した。               第60図 地層断面図 (S=1/100)

5.調査概要 :【地層】現地表下約2,Omま でに7層 の堆積を確認した。0層 は盛土。 1層 はN3/0暗灰

LR+9.Om｀   0  1_

翌 �
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色細粒砂混粘土の十日耕作土である。 2層 は10YR6/2灰黄褐色細粒

砂混粘上で、マンガン斑がみられ、粘土のブロックが混入する。

3層 は2.5Y6/1黄 灰色粗粒砂混粘上で、マンガン斑がみられる。

上面は撹拌されている。 4層 は5Y7/1灰白色細粒砂で、水成層で

ある。 5層 は10Y5/1灰色粗粒砂混粘土で、シル ト質粘上のブロ

ックが混入している。瓦器(1)・ 土師器の破片が出土 した。 1は

内面ミガキを雑に施 し、外面はナデによる指圧痕が見える。 6層

はN4/0灰色細粒～粗粒砂のラミナで、河川堆積と思われる。 第61図 出土遺物実測図 (S=1/100)

6.ま とめ :近隣の調査結果 (原 田1989)で は、現地表下約1.6m前後の地層から切 り込む平安時代～

鎌倉時代の遺構を検出している。このことから今回確認 した第 5層 は同時代の遺構になる可能性が高い

と思われる。                                    (西 村 )

参考文献

・原田昌則 1989「 I矢作遺跡 (第 1次調査)」 『八尾市埋蔵文化財発掘調査概要 平成元年度』 (財 )人尾市文化財調査研

究会報告22(財 )八尾市文化財研究会

・成海佳子 1989「 Ⅱ矢作遺跡 (第 2次調査)」 『八尾市埋蔵文化財発掘調査概要 平成元年度』 (財 )八尾市文化財調査研

究会報告22(財 )八尾市文化財研究会

48 矢作遺跡 (2004-154)の 調査

1.調査名 :長屋住宅建設に伴う遺構確認調査

2.調査地 :八尾市高美町 3丁 目60呑の一部

3.調査期間 :平成16年 9月 27日              T・
P・ +10.Om

4.調査方法 :規模約1.8× 0。8m、 面積約1.44ぽ 1箇所につ    9.Om
いて、現地表下2.Om前 後までを調査 した。調査で使用 した

レベル高は、八尾市作成 1/2500地 図に記載のレベル高値 (調     埋m

査地南東に位置する(社 )八尾納税協会前市道の中央 :T,P,十

9.5m)を使用 した。

5.調査概要 :【地層】現地表下1,lm前後までは、客土・  第62図 地層断面図 (S=1/100)

盛土。以下現地表下2.Om前後までの0。9m間で 6層 の地層を確認した。 1層 はグライ化の顕著な暗灰色

細礫混粘土質シルト～シルトである。旧耕作土に相当(層 厚約0。2m)する。 2層 は暗オリーブ灰色細礫

混粘土質シルト～細粒砂。こちらも水田耕作上の可能性が高い。 3層 は灰色細礫混粘土質シルト～シル

ト。ブロック土で構成された地層で、その上面は南から北に向かって緩やかに高度を下げている。下層

の4層 を基盤層とした遺構の埋上の可能性が考えられる。4層 は灰黄褐色粘土質シルトで、雲状の酸化

マンガンを極めて多く含む。土壌化層である。 5層 は黒掲色シルト質粘土～粘土質シルト。こちらも4

層同様雲状の酸化マンガンの沈着が激しい。 6層 は褐灰色シルト質粘土。閉塞した湿地帯のような環境

下に形成された泥状の堆積物である。

【検出遺構・出土遺物】なし。

6.ま とめ :今回の調査地周辺を見ると、東約50m地点で実施された第 1次調査地や、市道を挟んで南

に隣接する地点で実施された第 2次調査地が近接する。両調査地では、T,P,+8.7～ 9.Om付近で弥生時

代後期～室町時代の遺構を検出した。当然、今回の調査地でも当該期の遺構 。遺物の検出が予想された

が、調査面積が僅少であったことなどから、明確な遺構の広がりを確認することはできなかった。なお、

地層の対応関係を整理すると、第 1・ 2次調査で確認された遣構面は、本調査における4層上面が対応

する可能性が高い。                                      (樋 口)

参考文献

。原田昌則 1989「 I矢作遺跡(第 1次調査)」 F八尾市埋蔵文化財発掘調査lp/t要  平成元年度』財団法人人尾市文化財調
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査報告22(財 )八尾市文化財調査研究会

・成海佳子 1989「矢作遺跡 (第 2次調査)」 『入尾市埋蔵文化財発掘調査概要 平成元年度』財団法人八尾市文化財調

査報告22(財 )八尾市文化財調査研究会

49 矢作遺跡 (2004-302)の 調査

1.調査名 :分譲住宅建設に伴う遺構確認調査

2.調査地 :人尾市松山町2丁 目30香及び31番

3i調査期間 :平成16年 11月 19日

4.調査方法 :分譲住宅建設に伴う遺構確認調査。

2× 2m規模の調査区 3箇所を設定。西側から 1

～3区 と呼称。

5.調査概要 :1～ 3区の現地表下1.5m前後ま

での間で 8層 (0～ 8層 )を確認 した。

1区 :0層 は客上で層厚0.55m。 1層 は旧作上で

10YR3/1黒褐色砂質シル ト。 2層 は10YR6/2灰責

川が存在 していたことが想定される。

50 山賀遺跡 (2004-124)の 調査

1.調査名 :配送センター建設に伴う遺構

確認調査 T.P.+5.Om

2.調査地 :八尾市新家町 4丁 目1-1の
一部・6-1の一部      4.Om

3.調査期間 :平成16年 8月 11日

4.調査方法 :規模約3.0× 3.Om、 面積約

9♂ 2箇所について、現地表下3.Om前後

までを調査 した。調査で使用 したレベル高

は、八尾市作成 1/2500地図に記載のレベ

ル高値 (調査地北東に位置する主要地方道

大阪中央環状線北行側道と市道西郡第25号

線の交差′点 :T.P.+4.5m)を 使用 した。

T,P.+10.Om  第 1区 封ヒ壁
~｀

、 o /~
|ヽ v汗 11_

1_弘 _i
9.Om

T.P.+10.Om

幽 i4多年を_

第 2区 西壁

‐      0
/_

! 6  i
_`__, 7

第 3区 南壁

第63図 第 1～ 3区地層断面図 (S=1/100)

褐色砂質シル トに10YR5/6黄褐色のブロック。締まりの弱い不均質な層である。 3層 は2.5Y8/4淡黄色

中粒砂を主体とする河川堆積。層厚0.25m以 上を測る。

2区 :0層 は客土で層厚0.85m。 1層 は旧作土。10YR3/1黒褐色砂質シル ト。 4層 は中粒砂が混 じる

10YR4/2灰黄褐色砂質シル ト。 5層 は中粒砂が混 じる10YR5/2灰責褐色砂質シル ト。 6層 は10YR3/2黒

褐色砂質シル ト。層厚0.5m。 よく締まり安定した層相で、中世の上師器、瓦器の小破片を極少量含む。

7層は10YR4/1褐灰色砂質シル ト。 6層 と同様、中世の上師器、瓦器椀の小破片を極少量含む。

3区 :0層 は客土および攪乱層。層厚0.55～ 1.10mo l層 は旧作土で10YR3/1黒褐色砂質シル ト。 5層

は中粒砂が混 じる10YR5/2灰黄ttB色砂質シル ト。 6層 は10YR3/2黒褐色砂質シル ト。層厚0。35m。 中世

の上師器片を含む。 7層 は10YR4/1褐灰色砂質シル ト。

6.ま とめ :2区および3区では旧作土層以下、比較的安定 した層相が確認された。 6・ 7層からは時

期を明確にできなかったが、中世時期の上師器、瓦器椀の小破片が極少量出土 している。 2・ 3区の北

側に設置した 1区では、河川堆積層である 3層が確認できることから、敷地内の北部には中世時期に河

(原 田)

3.Om

2.Om

第64図 地層断面図 (S=1/100)

5.調査概要 :【地層】現地表下1。lm前後までは客土・盛土(0層 )。 以下現地表下3.Om前後までの1.9

m間で9層の地層を確認した。 1層 は、緑灰色～暗緑灰色粘土質シルト～シルトで、撹拌とグライ化が

つ
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著 しい地層である。本層はさらに2層 (lA・ lB)に細分できる。旧耕土に相当する。 2層 は、オリー

ブ灰色粘土質シル トである。若干グライ化の進行 した撹拌層である(水田耕作土)。 3層 は、浅黄色シル

ト。第 1区にのみ確認できた地層である。 4層 は、灰褐色粘土質シル ト～細粒砂。上面には遺構と推測

されるS2が確認できた。 5層 は、灰黄褐色粘土質シル ト。水成層である。 6層 は浅黄色粘土質シル ト

(水成層 )。 7層 はにぶい黄褐色粗粒砂。一時期の流路の埋上である。 8層 は灰色シル ト質粘土～粘土質

シル トの互層である。湿地性の堆積物である。 9層 は灰色シル ト～極細粒砂。こちらも水成層である。

【検出遺構・出土遺物】なし。

51 弓削遺跡 (2004-259)の 調査

1.調査名 :エ レベーターホール建設に伴う遺構確認調査

2.調査地 :八尾市志紀町南 2丁目131

3.調査期間 :平成16年 11月 4日

(樋 口)

4.調査方法 :建築予定地内に2.5m四 方の調査区を 1箇所設定 し、

現地表 (T.P.+13.9m前後)下約2.3mま での掘削を実施 した。      12と堕

5.調査概要 :【層序】第0層 一盛土、第1層 一N2/0黒色シルト。

近・現代の作土層にあたる。第 2層 -7.5GY6/1灰緑色砂質シル ト、 第65図 地層断面図 (S=1/100)

第 3層 -2.5Y8/1灰 白色～2.5Y8/6黄色中粒砂。決水砂 と推定されるが、遺物は含まれない。第 4層 一

N6/0灰色シル ト。一部に植物ラミナが見 られる。第 5層 一N3/0暗灰色粘土質シル ト。古墳時代前期に

比定される古式土師器を少量含む。第 6層 -7.5Y3/1オ リーブ黒色粘土質シル ト。上層の第 5層 と同時

期頃の古式土師器片が少量出土 した。

【検出遺構・遺物】遺構はなし。遺物は第 5・ 6層から、古墳時代前期に比定される古式土師器が少

量出土したが、砕片のため図化は不能である。

6.ま とめ :今回の調査では現地表下約2.0～ 2.5m(T,P.+11.5～ 12.Om)間 において、古墳時代前期に

比定される第 5。 6層の2層 の堆積層を確認することができた。遺構は確認できなかったが、遺物の出

土と周辺における既往の調査成果から当該期の遺構面が存在するものと思われる。 (岡 田)

T.P.+14.Om    北壁

(        I

13.Om
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1

刊  老 原2003-249 調査地周辺 (東 か ら) 老原2003-249 南壁 (北 か ら)

2 恩智2003-388 調査地周辺 (北 東か ら) 2 恩智2003-388 北壁 (南 から)

4 久宝寺2003-418第 1区 全景 (南 か ら)

3 久宝寺2003-412 第 4区 全景 (南西 か ら)

4 久宝寺2003-418第 2区 全景 (南 西か ら)
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5 久宝寺寺 内町2003-357 1区西 壁 (東か ら)

,, |      ''  テ′

5 久宝寺寺内町2003357 第 2区北壁 (南 か ら)

海颯汗11「
|||・こ

6  東郷2003-368 6 東郷2003-368第 2区 北壁 (南 か ら)

東郷2003-464 調査地周辺 (東 か ら)

8 水越2003-356 第 2区 西壁 (東 か ら)水越2003-356 調査地周辺 (東 か ら)
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10 弓肖12003-319 東壁 (西 か ら)10 弓削2003-319 調査地周辺 (南東か ら)

9 人尾寺内町2003-450 第 刊区西壁 (東 か ら) 八尾寺内町2003-450第 2区西壁 (南 東か ら)

11 跡部200牛 34調 査地周辺●ヒ西か ら) 11 跡部2004-34 第 1区 南壁 (北 か ら)

12 老原2004-26 南 壁 (北 か ら)12 老原2004-26 調査 地周 辺 (北 西 か ら)
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13 大田2003-400 掘削状況 (南東か ら)

14 太 田2003-330 調 査地 周辺 (北 か ら) 14 太 田2003-330 西壁 (東 か ら)

13 大 田2003-400 全景 (北 か ら)

15 恩智2004-15 調査地周辺 (南 か ら) 15 恩智2004-15 第 2区 東壁 (西 か ら)

16 恩智2003-473 調査 地周 辺 (北 か ら)

36

16 恩智2003-473 南壁 (北 か ら)
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17 恩智2003442 調査地周辺 (北 東か ら) 17 恩智2003-442 南壁 (北 か ら)

W■■■ぐ―!

1望 | 基ぢi耳指

18 恩智2004-201

VIIF質||~~ ~「  !
全景 (南 西か ら)

注二|:

18 恩智2004201 北壁 (南 か ら)

19 恩智2004172 北壁 (南 か ら)
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19 恩智2004-172 調査 地周辺 (南 東 か ら)

20 楽音寺2004-188調 査地周辺 (南 東か ら)
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20楽 音寺200牛 188 南壁 (北 か ら)
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21 木 の本2003-413 調査 地周 辺 (北 か ら) 21 木 の本2003-413西 壁 (東 か ら)

久宝寺2004-72 第 可区南壁 (北 か ら)22 久 宝寺200472調 査 地 周 辺 (南 か ら)

23 久 宝寺2004-123 調査 地周 辺 (南 西 か ら)

|:_■ |う |・  ‐|■ .:●・  ■ ■̀ li   f ′

24 久宝 寺2004174 第 2区 西壁 (東 か ら)

23 久宝寺2004123 第 刊区北壁 (南 か ら)

24久 宝寺2004174 第 刊区西 壁 (東 か ら)
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25 久宝寺2004-269 第 刊区西壁 (東 か ら)

26 郡 川2003-369 第 刊区全景 (北か ら)

27 郡 )|1200牛 176 調 査地周 辺 (南 東 か ら) 27 郡サI12004-176 北壁 (南 か ら)

25 久宝寺2004-269 第 2区西壁 (東 か ら)

潔,■ ゴ

騨 '.吾島●
26 君呂ナ‖2003-369

I に■

28 郡 川2003278全 景 (東 か ら)
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28 郡サ|12003-278 西壁 (東 か ら)
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郡川2004-251 調査地周辺 (南 西か ら) 29 君['I12004-251 西 壁 (東 か ら)

30 ′Iヽ 阪 合2004-76 調査地周辺 9ヒ 東から)

=II孝‐遭

30 小阪合2004-76 第 1区 北壁 (南 東か ら)

31 成法寺2004-119 第 1区 北壁 (南 か ら)

32 神宮寺2004-291 第 1区 北壁 (南 か ら)

31 成法寺2004-119 第 2区 北壁 (南か ら)

40

32 神宮寺2004-291 第 2区 北壁 (南 か ら)
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34 大正橋2004164 第 刊区西壁 (東 か ら)

東郷2004-16 第 2区 全景 (北 か ら)

，
，一

33 太子 堂2004183 西 壁 (東 か ら)33 太子堂200牛 183 第 1区南壁 (北か ら)

34 大正橋2004-164 第 2区 北壁 (南 か ら)

35 東郷2004-16 第 1区 全景 (北 か ら)

36 東郷200牛 79 調査地周辺 (南 西か ら) 東郷2004-79 第 1区 北壁 (南 か ら)
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38 東郷2004128 西壁 (東 か ら)
38 東郷2004-128調 査地周辺 (東 か ら)

39 東郷2004-226 北壁 (南 か ら)
39 東郷2004-226 北壁 (南 か ら)

40 東郷2004-300 第 刊区北壁 (南 か ら)

42

40 東郷2004-300 第 2区北壁 (南 か ら)
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41 中田2004-4641 中田2004-46 調査地周辺 (北 東から)

42 中田2004-135調 査地周 辺 (北 東か ら) 42 中田2004-135 西壁 (東 か ら)

43 中田2004160 調 査地周 辺 (北 西 か ら) 43 中田2004160 西壁 (東 か ら)

44 中 田2004295 調 査 地 周 辺 (西 か

つ
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44 中田2004295 南壁 (北 か ら)
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美園2003-487

:A
47 矢作200牛 85 調 査地 周辺 (北 西か ら)

45 水越200牛37 第 1区 南壁 (北 か ら)

46 美園2003-487 第 刊区西壁 (東 か ら) 第 2区西壁 (東か ら)

48 矢作2004154 全 景 (南 東か ら)

47 矢作2004-85北 壁 (南 か ら)

48 矢作200牛 154西 壁 (東 か ら)
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49 矢作2004-302 第 2区西 壁 (東 か ら)

50 山賀2004-124第 1区 西壁 (東 か ら)

矢作2004-302 第 3区南壁 (北 か ら)

51 弓肖12004-259 調査地周辺 (南 か ら)

山賀2004-124 第 2区西壁 (東 か ら)

51 弓肖12004-259 北壁 (南 か ら)

45

8 水越2003-356 出土遺 物 (4)
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16 恩智2003-473 出土遺物 (1)

26 郡 川2003-369 出土遺物 (2)

26 郡川2003369 出 土遺物 (27)

26 郡サI12003-369 出土遺物 (14)

26 郡

'I12003-369 
出土違物 (30)

恩智2003-473 出土遺物 (7)

32 神宮 寺2004-291 出土遺 物 (2)

46

32 神宮寺2004-291 出土遺物 (3)
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ふ りが な やおしないいせきへいせい16ね んどはっくつちようさほうこくしま

書 名 八尾市内遺跡平成16年度発掘調査報告書

副 書  名 平成16年 度国庫補助事業

巻 次

シリーズ名 八尾市文化財調査報告

シリーズ呑号

編 著 者 名 岡田清一 高萩千秋 成海佳子 西村公助 原田昌則 樋口 薫

編 集 機 関 八尾市教育委員会

所 在 地 〒581-0003 大阪府八尾市本町 1丁 目1番 1号  奮 0729-24-8555

発行年月日 西暦2005年 3月 31日

所収遺跡名 所   在   地
コ  ー  ド 封ヒ 線 東 径

調査期間 祠査面積
(♂ )

調 査 原 因
市町村 宣跡番号

八屋 市 多 庫 R 27212 343612 1353613 20040121 共同住宅建設に伴う遺構確認調査
27212 343610 1353748 211140305 分譲住宅建設に伴う遺構確認調査

ギ 尊 捨 駄 入尾市 漫 川町 27212 343716 1353546 2004薩09 分譲住宅建設に伴う遺構確認調査

ギ 寺 接 跡 八屋市南久宰キ1 27212 343719 1353533 20114∝25 工場建設に伴う遺権確認調査

宰 寺 寺 内 FT 八尾市 久宰寺 3 27212 343728 1353531 20随 l1304 個人住宅建設に伴う遺構確認調査

言 無 者 麻 八 巳 市 平 師 1 27212 343747 13536別 2004磁03 共同住宅建設に伴う遺構確認調査

“所 27212 343747 1353622 20M0317 有料老人ホーム建設に伴う遺樗確認調査

八 P_市 iI Im 27212 343732 1353831 別隧0115 225 グループホーム建設に伴う遺構確認調査

27212 343727 1353610 200411319 共同住宅建設に伴う遺構確認調査

27212 343533 1353710 20040123 倉庫建設に伴う遺構確認調査

27212 343702 1353510 200405117 貸しビル建設に伴う遺構確認調査

27212 343610 1353618 211随0526 個人住宅建設に伴う遺構確認調査

太 田 潰 跡 八犀市 井泳 町3 27212 343521 1353518 20040521 625 店舗建設に伴う遺構確認調査

円  浩  麻 八 底 市 十 田 新 阿 負 27212 343528 1353534 201140610 分譲住宅 共同住宅建設に伴う遺穂確認調査

一甑 27212 343631 1353807 201140420 介譲fT窮諄譜に伴 う積種確認調蓉

智  者  麻 八巳Th鳳 智巾mT 2 27212 343620 1353754 201140422 4 個人住宅建設に1半 う遺樗確認調査

27212 343626 1353818 2011405% 分譲住宅建設に伴う遺樽確認調査

27212 343632 1353806 20040922 分譲住宅建設に伴う遺構確認調査

Д 智 織 跡 入尾市 熙智 Jヒ lI1 1 27212 343633 1353750 200412列 1075 共同住宅建設に伴う遺構確認調査

薬 苦 幸 指 跡 入屋市 薬書寺 27212 343824 1353826 201140817 6.25 個人住宅建設に伴う遺構確認調査

の 本 潰 跡 八尾市木の本 1 27212 343556 1353527 201140617 共同住宅建設に伴う遺構確認調査

苧 圭 憎 麻 著 姜 老ヽ 市 Ibl占 +II F面愁 裡 車 翌 27212 3437114 1353510 201140601 19.25 店舗 立体駐車場建設に伴う遺構確認調査

4R十二亀 27212 3437∞ 1353507 20M070102 81.75 店舗付共同住宅建設に伴う遺構確認調査

・キ 2 343717 1353533 20鶴 102ユ 分譲住宅建設に伴う遺幡確認前査

2 3437116 1353445 20鎚 1028 1058 スポーツ練習場建設に伴う遺構確認調査

2 343658 1353840 20髄 l13妨 0527 28 342E 分譲住宅建設に伴う遺構確認調査

サ1 悟  「FIN 入尾市 那 川4 2 3437112 1353836 29М0813 22[ 個人住宅建設に伴う遺構確認調査

耶 川 潰  麻 八尾市 郎 川2 27212 343713 1353828 20040913 1022 4 分譲住宅建設に伴う遺構確認調査

川 潰  跡 八尾市 教興幸4 27212 343649 1353806 20X1112 長屋住宅建設に伴う遺構確認調査

防 合 捨 踪 八 匡 市 書 I「 ImTR 27212 348715 1353656 211140614 72C 老人ホーム建設に伴う遺構確認調査

27212 343713 1353627 20041227 分譲住宅建設に伴う遺樗確認調査

27212 343559 1353806 20041110 介譲ff字 健設に4半 う慣構確認訓番

27212 343641 1353518 201140818 1 共同住宅建設に伴う遺構確認調査

た 下 橋 lii蘇 八 屋 市 大 田R 27212 343500 1353600 201141022 分譲住宅建設に伴う遺構確認調査

27212 343743 1353623 20隧0鬱 1 保育園建設に伴う遺樽確認調査

吏 郷 苦 跡 八尾市非 内町 2 343728 1353641 20040i08 1 分譲住宅建設に伴う遺構確認調査

言  yF【  措   駄 八尾 市光 町 2 27212 343737 1353634 201140714 事務所付住宅建設に伴う遺構確認調査

27212 343744 1353616 2011411812 専用住宅建設に伴う遺構確認調査

４齢 2 343750 1353625 201140921 6 店舗付住宅建設に伴う遺構確認調査

2 343726 1353612 201141206 共同住宅建設に伴う遺構確認調査

272 2 343650 1353717 20隧0621 22 225 個人住宅建設に伴う遺構確認調査

■ 円 捨 蘇 八 厚 市 中 mR 272 2 3436譴 1353652 20側08112 625 専用住宅建設に伴う遺構確認調査

“

昭 楷 絲 入尾 市 人犀太】r2 2 343645 1353658 20040930 4 分譲住宅建設に伴う遺構確認調査

中 田 接 隊 八尾市 m部 4 27212 343641 1353720 20儀 1214 4 分譲住宅建設に伴う遺構確認調査

〕(繊 楷 駄 八F‐ ttЛ巳執 III 27212 343730 1353828 20�Э506 グループホーム建設に伴う遺椿確認調査

や蝋 272 343805 1353546 21111411413 共同住宅建設に伴う遺構確認調査

年 F/E tt Pf● 八 屋 TF言 華 町 4 272 2 74 343655 1353644 20040706 4 共同住宅建設に伴う遺構確認調査

年 rt浩 詠 2 74 343657 1353642 20随0927 長屋住宅建設に伴う遺構確認調査

272 2 盈 843655 1353626 20114■19 分譲住宅建設に伴う遺構確認FIH査

2 343838 1353553 200408H 9 配送センター建設に伴う遺構確認調査

凱1 潰  跡 八厚 市点組町首 2 272 2 71 343583 1353707 20114Hl14 625 エレベーターホール建設に伴う遺構確認調査



所収遺跡名 種別 主な時代 主  な 遺  構 主 な 迫還 物 特 記 事 項

堵 原 潰 跡 集 落 平 与 ～ 室 BT障社

2 只 智 貞 豚 集 落

3 久 宝 寺 貴 跡 集 落

4 久 宝 寺 遺 跡 集 落 占鱈 障 /t 飛 巳～ 奉 慮障 右 注 穴  溝 土 師器  須 烹 器

5 久 宝 寺 寺 内 町 集 落 室 町 時代 ～近 世 磁 器  瓦

6 東 郷 遺 跡 集 落

7 東 郷 遺 跡 集 落

8 水 越 遺 跡 集 落 平安～鎌倉時代 土 師 器  瓦 器  瓦

9 八 尾 寺 内 町 集 落

弓 削 遺 跡 集 落

跡 部 遺 跡 集 落 古墳～室町時代

老 原 遺 跡 集 落

太  田 遺 跡 集落

太 田 遺 跡 集落

恩 智 遺 跡 集落

恩 智 遺 跡 集落 弥生時代 弥生土器 石器

恩 智 遺 跡 集落

恩 智 遺 跡 集落

恩 智 遺 跡 集落

楽 音 寺 遺 跡 集落

木 の 本 遺 跡 集落

久 宝 寺 遺 跡 実 落

久 宝 寺 遺 跡 集落 古墳時代 須恵器

久 宝 寺 遺 跡 集 落

久 宝 寺 遺 跡 集 落

郡  川 潰 跡 集 落 殊 生 時代  古 増 時代 土 抗 弘 ■ 十器

淋  川 損 跡 集 落 余 ‐Bb彰

ぷ 川 損 跡 集 落 谷 地 形  河 川

郡  川 潰 跡 集 落 休生時代 古増時代 弥 生 土 器  須 烹 器

、師 谷 署 脈 集 落

成 法 寺 遺 跡 集 落

和 官 寺 遺 跡 集 落 弥 生 時代 弥 生 土 器  土 師 器

太 子 堂 遺 跡 集 落

大 正 橋 遺 跡 集 落

東  郷  遺 跡 集 落 古 墳 時代  平 安 時 代 土坑 弥生土器 土師器

東  郷  遺 跡 集 落 奈良～平安時代 土師器

真  郷  遺 跡 集 落

東 郷 遺 跡 集落 平安時代 鎌倉時代 土師器

東 郷 遺 跡 集落

東 郷 遺 跡 集落 飛鳥～奈良時代 河 川

中 田 遺 跡 集落 隊生～古墳時代 弥生土器 土師器

中 田 遺 跡 集落

中 田 遺 跡 集落 土師器 須恵器 瓦

中 田 遺 跡 集落 古墳時代 土師器 須忘器

水 越 遺 跡 集 落

美 園 遺 跡 集 落

47 矢 作 潰 跡 集 落 互 器

央 作 潰 跡 集 落

矢 作 潰 跡 集 落 中 世 土師 器  互 器

山 督 潰 跡 集 落

弓 削 遺 跡 集落 古墳時代 土師器
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